
CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

勧
学
会
共

同
研
究
助
成
報
告

　
　

　
　
　

常
喜
院

・

心
覚
の

教
学
に

つ

い

て

　
　

　
　

ー
中
世
・

真
言
教
学
研
究
の

た

め

の

基
礎
作
業

1

N 工工
一Electronlc 　Llbrary 　Servlce

中
世

真
言
教
学
研
究

会

CH 工 SAN −KANGAKU −KA 工

勧学会 共 同研究助成報告 常喜院 ・心覚 の 教学に つ い て

目

次
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］
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1
＞
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伝

記

資
料
よ

り
み
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常

喜
院
・

心

覚

ー
心

覚
と

彼
を
め

ぐ
る

人
々

1
」

　
［

a
］

関
連

伝
記
資
料
一

覧

　
［

b
］

心

覚
の

素
養

「

天

台

教
学
」

　
［

c
］

心

覚、

東
密
転
向
の

動
機

「

最
勝
会
に

お

け

る

宗
論
」

　
［

d
］

東
大
寺

別

所
・

光
明
山

寺
へ

の

入

山

　
　
（

ア
）

東
大
寺
・

三

論
宗
と

光
明

山

寺
「

覚
樹
門
下
の

三

論
学
匠
と

光
明

山

寺
」

　
　
（

イ
）

南
都
浄
土

教
と

光
明
山

寺
「

実

範
・

珍
海

・

重

誉
・

永
観
」

　
　
（

ウ
）

東
密
・

小

野
流
と

光
明

山

寺
「

勧
修
寺

・

寛
信
と

醍
醐
寺
・

実
運
」

　
［

e
］

1
結
語

−
心

覚
と

は
い

か

な
る

人
物
か
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覚
選
述
の

著

作
に

み
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教
学
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a
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喜
院
流

伝
書
目
録

　
［

b
］

密

教
諸
尊
法

伝
受
と

図
像
資
料
編

集

　
　
（

ア
）

成

蓮
坊
・

兼
意
↓
『

成

蓮
抄
（

じ
ょ

う
れ

ん

し

ょ

う
）

』

11
広
沢

・

観
音
院
流

　
　
（

イ
）

勝
倶
胝

院
．

実
運
↓
『

玄
秘
抄
（

げ
ん

ぴ

し
ょ

う
）

』

11
小

野

流
・

醍

醐
流

　
　
（

ウ
）

理

性
院
．

賢
覚
・

宝
心

↓
※

『

鶴
林

鈔
（

か

く
り
ん

し
ょ

う
）

』

11
醍

醐
・

理

性
院
流

　
　
（

エ
）

勝
（

上
）

定

坊
・

恵
什
↓
『

図
像
抄
（

ず
ぞ

う
し

ょ

う
ご

団

広

沢
・

保
寿
院
流

〈

お

わ

り

に
〉

　

諸

流

兼
学
の

先
駆
者
た

ち

「

心

覚
と

覚
鑁
」
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「

序
」

　

本

研
究
に

取
り
組
ん

だ

動
機
は、

二

年
前、

高
野

山

親
王
院
お

よ
び

密
厳
教
会
本
部
に

お
い

て
、

大
阿
闍
梨
に

豊
山

派
・

集
議
席

の

故

南
波
義

範
大
僧
正
を
屈

請
し
て

行
わ

れ
た
、

興
教
大
師
八

百
五

十

年
慶
讃

・

大
伝
法
院
流
伝
授
会
へ

の

参
加
の

時
期
に

さ

か

の

ぼ

る
。

　

そ
こ

で

は、

厳

格
な
潅
頂

・

印

可
の

儀
式
に

は

じ

ま

り、

大

伝
法
院
流
所
伝
の

四
度
・

潅
頂
・

諸
印
信
等
が

伝
授

さ

れ
、

あ

わ
せ

て

親
王

院
所
蔵
の

伝
流
聖
教
が

印
刷

・

頒
布
さ

れ

た
。

　

筆
者
は

、

こ

の

時
あ
る

疑
問
を
感
じ
た

。

　

そ
れ
は

、

以

下
の

四
つ

の

相
互

関
係
に

つ

い

て

で

あ

る
。

　

 
伝
法
院
流
で

お

こ

な
わ

れ
る
前
後
三

回
に

わ

た

る

印
可
の

形

式、

　

 
伝
流

所
伝
の

伝
法
の

密
印

・

真
言、

　

 
伝
流

所
伝
の

印

信
・

血

脈、

　

 
伝
流

所
伝
の

聖

教
。

　
こ

の

時、

筆
者
が

印

可
を

受
け

た

印
象
で

は、

伝
流
で

行
わ

れ

る

前
後
三

回
と

い

う
印
可
の

回

数
は

、

小
野

流
の

初
重
・

二

重
・

三

重
と
い

う
重
位
を
意
識
し
た

も
の

で、

実
際
の

伝
法
は

『

伝

流
五

重
』

の

都
合
九
つ

の

印
契
の

伝
授
で

あ
り、

な
か

ん

ず
く
第
九

番
目
の

印

は

『

小

嶋
第
九
塔
印
』

の

印

信
に

帰

結
し、

実
際
の

行

法

や

法

会
に

は

広
沢
流
の

聖
教
を
類
聚
し

た

伝
流
聖
教
を
用
い

る

と
い

う、

実
に

野

沢
諸
流
の

エ

ッ

セ

ン

ス

を
潅
頂

・

印

可
の

場
面

で

集
約
し、

合
理

化
し

た

も
の

で

あ
っ

た

様
に

感
じ

た
。

　

そ
の

時
の

伝
授
で

は、

全
三
回
の

印

可

が

行
わ

れ、

そ
の

折
々

に

印

信
・

血
脈
が

わ

た

さ

れ

た
。

そ
れ

ら

の

中
に
、

本
稿
で

取
上

げ
る

常
喜
院
・

心

覚
に

ま
つ

わ
る

、

二

点
の

切

紙
が

認
め

ら

れ
た

。

　

南
波
義
範
大
僧
正
相
承

『

印
信

集
』

（

野
澤
諸
法
流
印

信
類
聚
刊
行
会
編
）

所
収
の

伝
法
院
流
慶
信
相
承

二

十
四

包
を

例
に

と

れ

ば
、
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第
四

番
『

常
喜
院
流
大
事
（

傳
流
）
』

、

　
第
八

番
『

臨
終
大
事
』

の

二

点
が

そ
れ

で

あ
る

。

　
『

常
喜
院
流
大
事
（

傳
流
ご

は
、

伝
法
印

可
の

印

信
・

血

脈
で
、

次
の

よ
う
な
内
容
を
も
つ

。

　

 
『

常
喜
院
流
大
事
（

傳
流
ご

二

紙

二

包

　

　
ア

「

授

与
伝
法

潅
項
印

可

事

　

　

　

　

胎

界

　
内

外
五

股

印

　
満
足
一

切

智
々

五

字
明

　

　

　

　

　

　

帰
命

ア
・

ビ
・

ラ
・

ウ
ン

・

ケ

ン

　

　

　

　

金
界

　
大

率
都
婆
印

　
五

智
種

　

　

　

　

　

　

帰
命
　
バ

ン

・

ウ

ン

・

タ

ラ

ク
・

キ

リ

ク
・

ア

ク

　

　

　

　

金

剛
名
号

　
遍

照

金
剛
…

…

…
」

　

　
イ
「

両
部

伝
法
血
脈

　

　

　

大
日

…

…

空

海
大
師

…

…
二

品

親
王

　
寛
意
僧
都

兼
意
阿
闍

梨

　
心

覚
阿

闍

梨
…

…
」

　
『

臨
終
大
事
』

は、

文

字
道
理
、

臨
終
の

作
法
を

切
紙
に

し
た

も
の

で
、

次
の

よ

う
な
内
容
を
も
つ

。

　

 
『

臨
終
大
事
』

…

…

　

　
「

印
　
外
縛
二

大

指
人

縛

　
明

　
ア

…

…
」

　

　

（

裏

　
書
）

　

　
「

臨
終
大
事
は、

常
喜
院
流
上
人、

第
十
六

世
、

心

蓮
院
・

信
厳
法
印
よ
り、

当
流
に

相
承

す
。

…

…
」

　
こ

れ

は

後
に

触
れ

る

が、

常
喜
院
流
の

特
徴
の
一

端
を

形

成

す
る

も
の

で
、

諸
流

兼
学
と

臨
終
時
に

お

け

る

浄
土

教
の

解
釈
を、

端
的

に

表
現
し

た

も
の

で

あ
ろ

う
。
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本
稿
で

は
、

常
喜
院
・

心

覚
の

教
学
の

特
徴

を、

上
の

二

通
の

印
信
に

顕
著
な

、

諸
流

兼
学
と

浄
土

教
の

理

解
に

あ
る

と
い

う
視

点
で

と

ら
え
た

。

　

こ

の

う
ち
、

諸

流
兼
学
は
、

上
に

紹

介
し
た

覺
鑁
の

伝
法
院
流
に

も
み

ら

れ

る

も
の

で
、

こ

の

当
時
の

密
教
・

仏
教
修
学
者
の
、

常
識
的

修
学
方
法

で

は

な
か
っ

た

だ
ろ

う
か

？

　

浄
土

教
の

隆
盛
に

つ

い

て

は
、

覚
鑁
や
心
覚
が

活
躍

し
た

こ

の

時
代
が
、

釈
尊
の

入

滅
か

ら

数
え

、

”

末
法
の

世
（

伝
・

最
澄
撰

『

末

法

灯
明

記
』

（

日

本
大
蔵
経

第
四
十
巻

・

天
台
宗

顕

教

章
疏
二
）

が
、

こ

の

頃
の

未
法
思

想
の

根
拠
と

さ
れ

た

書
で

あ
る

。

平
安
末
期

に
は

、

釈
尊
の

入
滅
を
紀
元

前
九

四
九

年
（

壬
申
V

と
し
、

正
法
千

年、

像
法
二

千
年、

永
承
七

年
（

鱒
一

〇

五
二
）

か

ら

未
法
の

世
に

入

る

と

し

た
。

）

”

の

さ

な
か

に

あ
た

る
こ

と

を
契
機
と

す
る

。

　

お

り
し
も

、

こ

の

頃
は
「

保
元

・

平
治
の

乱
保
元
元
年
四
月
二

十

七

日
（
曲
一

一

五
〇
）

平
治
元

年
四

月
二

十
日

（

衄
一

一

五

九

ご

に

代
表
さ
れ
る

よ
う
に、

各
地
で

争
乱
が

頻
発
し

、

そ
の

結

果、

い

ず
れ

貴
族
中
心
の

官

僚
的
社
会
形
態

、

武

力
を

背
景
と

す
る

武

士

中
心

の

社
会
形
態、

白
河

・

鳥
羽

［

崇
徳
］

・

後
白

河
院
に

よ
る

院
政
と

、

社
会

搆
造
が

め

ま
ぐ
る

し

く
融
合、

変
化
を
遂
げ
つ

つ

あ
っ

た
。

　

こ

の

様
な

時
代
的
背
景
か

ら
、

当
時
の

宗
教
的
関
心

は
、

遠
離
穢
土

・

欣
求
淨
土

を

熱
望
す
る

、

い

わ

ゆ

る

浄
土

教
に

む

け

ら

れ

た
。

　

む

ろ
ん
、

し
ば
し
ば

識
者
が

指
摘
す
る
よ
う
に

、

当

時、

一

口

に

浄
土

教
と
い

っ

て

も
、

き
わ

め

て

大
ざ
っ

ぱ
に

分

け

て、

以

下

の

三
つ

の

タ
イ
プ
が

存
在
し

て

い

た
。

　

 
比
叡
由

延
暦
寺
を

拠
点
と

し
て

さ

か

え
、

日

本
天

台
の

教
学
の
一

翼
を
に

な
っ

た
、

い

わ

ゆ

る

叡
山

浄
土

教

 
南
都

東
大
寺
・

東
南

院
の

周
辺
で

理

論
が

形
成
さ

れ
、

山

城
の

国
別
所

・

光
明

山

毒
を
拠
点
に

し

て

信
仰

・

実
践
さ

れ

た
、

い

　

　
わ
ゆ

る
南

都
浄
土

教
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高
野
山
金

剛
峰
寺

を

拠
点
に
、

南
都

浄

土

教
と

真
言
密
教
が

邂

逅

し

た

結
果、

醸
成
さ

れ
た
、

真
言
密

教
系
浄
土

教

 
の

叡
山

浄
土

教
か

ら

は
、

京
都
の

黒

谷
を
拠
点
と

し
た、

法
然
坊
・

源

空
の

門
流
が

発

生

し
、

 
の

南

都
浄
土

教
は
、

光
明

山

寺
に

（

勧
修
寺
大

僧
都
）

厳

覚
を
は

じ

め

と

す
る

真
言
密

教
小

野
流
の

諸
阿

闍

梨

が

関

与
し
た

こ

　

と

か

ら
、

中
川
成
身
院
・

実
範

、

光
明

山
・

重

誉
、

ま
た

常
喜
院
・

心

覚
や
靜
遍
な
ど
、

い

ず
れ

真
言
密

教
系

浄

土

教
の

流
れ

　

を
形
造
っ

た
人
々

を

輩
出
し

た
。

 
の

真
言
密

教
系
浄
土

教
は、

 
の

南
都
浄
土

教
か

ら

理

論
面

・

実

践
面
に

多
大
な

影
響
を
受
け、

い

ず
れ、

大
伝

法
院
．

覚
鑁

　
　
に

代
表
さ

れ

る、

密

教
・

浄

土

教
融
合
の

新
た

な
浄
土

教
を
形
成
し

て

い

っ

た
。

そ
の

流
れ

は
、

正

智
院
．

道

範
の

『

秘

密
念

　
　

仏

鈔
』

（

真
言
宗
安
心

全

書
下
）

に

集
成
さ

れ

た

と
い

え

よ
う

。

筆
者
は
、

上
述
の

よ
う
に
、

真
言
密
教
の

諸
流

兼
学
と

浄
土

教
の

邂
逅
が、

中
世
の

真
言

教
学
の

特
徴
を
形
成
し

た

素
地

の
一

つ

に

な
っ

た

も
の

と

考
え

る
。

　
こ

こ

で

は、

上

述
の

問
題
を、

心

覚
に

関
す
る

伝
歴
史
料
を
よ
み

と
く
こ

と

に

よ
っ

て
、

導
き

出
そ

う

と

す
る

。
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〈

−
〉

「

伝
記

資
料
よ
り

み

た

心

覚
像
−

心

覚
と

彼
を
め

ぐ
る
人
々

I
」

［

a
］

関
連

伝
記
資
料
一

覧

「

一
」

常
喜
院
・

心

覚
略

伝

 
『

紀

州
高
野

山
・

沙

門

心
覚
伝
』

　
　

「

釋
・

心

覚
。

（

以

ド

『

心

覚
伝
』

／
『

本
朝
高
僧
伝
』

巻
第
12
・

日

仏
全
・

第
63
巻
・

叩
89
）
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（

ア
）

参
議
・

大
夫
・

平
の

実
親
（

さ

ね

ち
か
）

の

子

な
り

。

　
　
（

イ）

園
城

寺
に

入

り、

剃

髪
・

納
戒
し
、

十
乗
観
法
を

学
す

。

　
　
（

ウ
V

一

日

（

あ

る

ひ
〉

、

禁
殿
に

応

招
さ

れ、

興

福
寺

・

珍
海
と

宗

義
を
論
説
す

。

　
　

　
　
　
（

心
）

覚、

詞
答
に

属

す
。

　
　
（

エ

）

こ

れ
に

よ
っ

て
、

顕
を
捨
て

て

密
に

帰
し

、

醍
醐
の

賢

覚
・

実
運
の

二

師
よ
り、

小
野
の

法

流
を
受
け、

和

州
・

光
明

　
　

　
　

山
に

入

り、

由
中
を
鐵
で

ざ
る
こ

と

二

十
五

年、

苦
修
砥
礪

す
。

　

（

ご
）

後、

高
野
山

に

登
り
、

阿
闍
梨
・

兼
意
に

就
て
、

三

部
の

奥
玄
を
究
め

、

両
界
の

灌
頂
を
受
け
、

密
部
に

精
尋
し、

多

　
　

　
　

く

『

疏
』

・

『

鈔
』

を

著
す

。

　

（

オ
）

素
（

も
と
）

よ
り

僧
官
を

嫌
っ

て
、

菩

提
を
こ

い

願
い
、

常

喜
院
を

営
む

。

　
　

　
　

考
般
皿

（

思
う
に

任
せ

る
）

の

意
を
と
な
え、

三

時
に

経
を
誦
し
、

朝
・

昏
に

礼
懺
す

。

　
　

　
　

養
祁
三
（

二
）

（
曲
一

一

入
三
蟹
一

一

八

四
∀

年
夏
四
月、

に

わ

か

に

病
悩
に

遘
（

あ
∀

う
と

も、

日

課
を
廃
（

お
こ
）

た

ら

　
　

　
　

ず
。

　
　

　
　
六

月
二

十

四
縫、

印
を
結

び

坐
し

て

化
す

。

（

治
承
四

年
（

胡

＝
八

〇
）

六

月
二

十

四
日

※

『

血

脈

類
聚
記
』

・

『

高
野

　
　

　
　

春
秋
』

」

）

 
『

遍
照
光
院
累

代
院
譜
并
追
加
』

（

以

下
『

院
譜
』

／
『

金
鬪
峰
寺

・

諸
院
家
析
負
輯
』

巻
10

・

続
真
金
・

PP
鵬
a

＞

　

「

第
三

世
・

心

覚
・

仏
種
坊
（

号
は

宰
絹
阿
闍
梨

。

治
承
四
年
六

月
二

十
四
日

に

寂
す
）

あ

る

記
に

い

う
。

　
（

ア
〉

「

心

覚
は、

参
議

・

平
の

実
親
の

息
な
り

。

　
（

イ
）

三

井
寺
・

常
喜
院

の

住
僧
な

り
。

　
（

ウ
V

年

月
、

法
輪
の

事
に

よ
っ

て
、

高
野
山

に

籠
居

す
。
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い

わ
ゆ

る

法
輪
は
、

院
の

最
勝
講
の

時、

　

　
　
間
者
（

心

覚
）

　

　
　
講
師
（

興

福
寺
・

珍
海
已
講
）

　

　
　
証
義
（

寛
信

法
務
）

（

エ
）

こ

の

時、

論

諍
に

よ
っ

て

毒
を
離
れ、

改

宗
し

て

密
家
に

入

る
。

　

　
　
本
よ
り
高
識
あ
っ

て

の

故
に

（

世

俗
に

は

三

井
の

青
淵
と

称
す
）

。

　

　
　
野
沢
の

奥
旨
を
推
窮
し

て
、

高
野
に

入

り、

往
生

院
の

（

こ

の

流
儀
を
往
生
院
流
と

号
す

。

ま

た

常
喜
院
と

称

す
る
は、

　

　
　
本
よ

弓
名
を

立

て

る

な

り
）

遍

照
光

院
に

住
す

。

」

宏
教
（

本
は

禅
遍
〉

律
師
の

記
に
い

う
。

　

「

往
生
院

（

心

覚
）

は
、

　

　
兼
意

　

　
な
ら
び
に

覚
印

（

平

等
坊
・

永

厳
法
印
の

上

足
の

資
）

　

　
お

よ
び

宝
心
く

理

性

院
・

法
眼

・

賢
覚
の

上

足
の

付
弟
な
り

）

等
の

闍
梨
の

付
法
な
り

。

そ
の

ほ
か

仁
和
・

醍

醐

間
津
の

　

　
入
な
り

．

　

　
す
な
わ
ち

入

密
の

初
め

に

は、

常
喜
院
流
と

号
す

。

住
山
の

後
に

は
、

往
生
院
流
と

称
す

。

」

　

　
あ
る
口

決
に

い

う
。

　

「

常
流、

予
見
自
作
の

次
第
は
、

　

　
『

折
り
紙
』

と

　

　
『

小

巻
物
』

（

百
八

通
な
り

）

と

な
り

。
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こ

れ
を

北
御
（

北
院

御
室

・

守

覚
法
親
王
）

述

製
の

時
『

折
り

紙
』

を
類
集
し
た

ま
う
を

『

心

抄
』

と

名
ず
く。

　

　
『

小
巻
物
』

を
広
述
せ

ら

る

る

を
『

心

密

抄
』

と

名
ず
く

。

」

当
流

伝
授
記

　
「

『

四
度
次
第
』

　

　
『

灌
頂
私

記
』

　

　
『

大

事
一

度
』

（

二

紙
・

血

脈
）

　

　
『

心

抄
・

小
折
り

紙
』

（

五

十
二

尊、

門
不

足
か
）

　

　
『

心

密

抄
・

小
巻
物
」

（

十
四
巻

。

こ

の

ほ

か

『

異
尊
』

上
下
二

巻
）

　

　
『

心

密

略
抄
』

七
帖
（

已
上

を
三
部
抄
と

号
す
）

　

　
『

作
法

集
』

四

巻

　

　
『

別
尊
略
行
抄
』

三

巻
（

成

浄
坊
作）

　

　
『

小

巻
物
』

（

百

入

通
）

　

　
『

常
抄
』

（

十
二

巻）

　

　
『

諸

尊
行
法
』

（

上
下
二

巻
）

　

　
『

成
蓮
抄
』

二

十

巻

　

　
『

真
言
集
』

三

巻

　

　
『

讃
集
』

一

巻
（

紀
の

上
人
に

在
る

ば
か

り
）

　

　
『

別
尊
雑
記
』

（

五
十

巻
）

」

右
の

ほ

か
、

予
見

自

草
の

目
録
こ

れ
あ
り
（

八

十
九

部
・

数
百
巻
）

。

一 159一

N 工工
一Electronlc 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

CH 工 SAN −KANGAKU −KA 工

智出学報第四十五輯

『

参
語
集
』

に
い

う
。

　

「
『

別
尊
秘
蔵
抄
』

は

予

見
の

作
な

り
。

　
　

兼
意
・

寛
意

・

恵
什

・

実
運
の

四

大
徳
に

学
習
せ

る

と

こ

ろ
の

深
義
を

、

述
作
せ

ら

る

る

な
り

。

凹

別
尊

雑
記
騙

こ

れ

な

り
。

」

　
　
心

覚、

院

務
の

聞
は、

安
元
元
（

佃
｝

一

七
五
）

よ
り

治
承
四

（

冊
一

一

八
〇
）

に
い

た

る

ま

で
、

始
終
六

年
な

り
。

『

古
院
譜
』

に
い

う
。

　

「

承

安
五

（

佃
一

一

八
一
）

、

湛
増
（

た

ん

ぞ
う

）

の

譲
与
を
得

、

当
院
に

住
す

。

…
」

…
。

L

 
『

仁
和
寺
・

諸
師
年
譜
』

（

以

下

『

年
譜
』

／
続
群
書
類

従
・

第
八

輯
・

巻
第
百
九

十
五
・

卯
鵬
b

）

　

「

宰
絹
・

阿

闍
梨

・

心

誉
（

※

覚
の

誤
り

〉

。

　

（

ア
V

俗
姓
・

平
氏

。

參
議

・

実
親
卿
の

息
な
り

。

　

（

イ
）

元
・

園
城
寺
の

常
喜
院
に

住
し
、

天
台
教
を

学
す

。

　

（

ウ
）

綱

維

の

崇
班
を
ね

が

わ

ず、

た

だ

無
上
菩

提
を
も
っ

て

希
望
と

な
す

。

　
　
　

　
二

十

五

に

し

て
、

つ

い

に

本
寺
を
去
り、

衣
を

改
め

て

東
密
に

入

る
。

　

（

エ
）

高

野

山

に

隠
居
し

て
、

長

和
親
王

の

付
法、

禅
定
院
僧
都
・

寛
意
の

付
弟、

兼
意
阿

闍
梨
に

従
っ

て
、

密

潅
を

受
け
、

　
　
　

　
三

部
の

奥
旨
を
究
め
、

こ

と
ご

と

く
諸
尊
の

秘
法
を
伝
う

。

　
　
　

　
三

時
に

行
法
し

て
、

一

日

と

し

て

休
息
せ

ず．、

　
　
　

　
あ
る

時、

心

覚、

師
を
詣
ね

て
、

大
師
の

嚇

遺

告
』

の

伝
受
を

求
む

。

　
　
　

　
（

兼）

意
お

も
え

ら

く
。

　
　
　

　
　

「

彼
は

元、

他
門
の

徒
な

り
。

み

だ

り

に
こ

れ
を
容
（

い
）

る
べ

か

ら

ず
」

と
。

　
　
　

　
す
な
わ

ち

遅
疑
す
る
こ

と

久
し

。
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あ
る

夜、

意、

夢
み

る

に
、

大
師、

親
（

ま
の

あ

た
り

）

り
に

来
り

て

告
ぐ

。

　

　

　

　

　
「

心

覚
は

行
業
純
一

に

し

て、

道

志
堅
固
な
り

。

　

　

　

　

　

ほ

し
い

ま
ま
に

仮
に

『

遺
告
』

を
許
授
す
る

に
、

　

　

　

　

　

何
ぞ

疑
う
と

こ

ろ

あ

ら

ん
。

　

　

　

　

　

早
く
こ

れ
を

授
く
べ

し
。

」

　

　

　

　
（

兼）

意
驚
覚
し
て
、

こ

れ

を

あ
や

し

み
、

嘆
ず

。

　

　

　

す
な
わ

ち
、

使
を
遣
わ
し

て
（

心
V

覚
を
召

す
。

　

　

　

　
（

心
）

覚
も、

ま
た
、

大
師
の

夢
告
を

蒙
っ

て
、

す
な
わ

ち

起
ち
て

、

師
の

と

こ

ろ
に

赴
か

ん

と

す
。

路

に

お
い

て
、

　

　

　

　
（

兼
）

意
の

使
と

逢
い
、

相
と

も
に
、

師
の

と

こ

ろ

に

詣
り、

夢
告
の

旨
を
呈

す
。

師
の

夢
と
、

い

さ

さ

か

も
違
わ

ず。

　

　

　

こ

こ

に

お
い

て

師

資
は

感
嘆
し
て

涙
を
雨
ふ

ら

し
、

即
時
に

『

遺
告
』

を
伝
授
す

。

　

（

オ
）

（

心
）

覚
す
な
わ
ち
自

の
一

流
を
建
立

す
。

　

　

　

す
な
わ
ち

、

広
沢
に

常
喜
院
流
と

称
す
る

は、

こ

れ

な
り

。

　

（

カ
）

養
和
二

年
（

冊
一

一

八

二
）

四
月
（

あ
る
い

は

治
承
四

年
／
曲
一

一

八

〇
）

微
恙
を
示
し
、

つ

い

に

日

を
重
ぬ

。

　

　

　

し

か

り
と
い

え

ど

も、

日

課
は

更
に

怠
り

な
く、

死
期
を
知
る

に

預

れ

り
。

　

　

　

六

月
四
日
に

い

た

り、

病
床
よ
り
起
ち
て

端
坐

し
、

手
に

印
を
結
び
、

口

に

明
を
誦
し

て
、

奄
然
と

し

て

化
す。

　

（

キ
）

製
作
の

尊
法
・

書
籍
等
は

な
は

だ

多
し

。

目
録、

別
に

あ
り

。

L

 
『

高
野

山

往
生

伝
』

（

以

下
『

往
生

伝
』

／
続
群
書
類
従
・

第
八

輯
・

巻
第
二

百
・

叩

珊
a

）

　

「

宰

相
・

阿

闍
梨
・

心

覚
。

　

（

ア
）

園
城

寺
の

住
僧

。
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参
議

・

平
・

実
親
卿
の

息
な

り
。

　
（

イ
）

智
證
の

門

弟
に

列
し、

天

台
の

教
観
を

学
す

。

　
（

ウ
）

綱
維
の

崇
班

を

楽
わ
ず

。

只、

菩
提
を
以
て

望
み

と

す。

　
　
　

　
廿

五

の

年、

光

明

山
に

住
す

。

　
　
　

　
そ
の

後、

彼
の

山

を
出

、

当
寺
に

住
し、

阿
闍
梨

・

兼
意
に

逢
い

、

　
　
　

　一
二

部
の

深

旨

　
　
　

　
諸
尊
の

秘

法、

　
　
　

　
両
界
の

潅
頂
を

究
め

、

　
　
　

　
三

時
に

行
業
し

、

朝
暮
に

礼
懺
し、

在
生
の

間、

休
息
せ

ず
。

　
（

エ
）

こ

こ

に

養
和
二
（

曲
一

一

八

二
）

年
四

月
の

比、

病
床
に

臥
し
、

愈
す
べ

か

ら

ざ

る

を
知
る

。

　
　
　

　
然
り

と

雖

も、

日

課
は

不
退
に

し

て、

先
ん

じ

て

死
期
を
知
る

。

　
　
　

　
六

月
二

十

四
日

に

い

た

り、

起

立

端
坐

し

て
、

印
を
結
び

明

を
誦
し
、

奄
然

と

し

て

滅
す

。

L

 
『

本
朝

新
修

往
生

伝
』

（

続
群
書
類
従
・

第
八

輯
・

巻
第

百
九

十

九
・

即
糀
a

）

　
「

入

道
・

参

議
・

左

大
弁
・

平
の

実
親
は、

　
（

ア
）

右
大

弁
・

時
範
朝
臣
の

子
な
り
。

　
（

イ
）

才
は

文

学
に

名
づ

け、

そ
の

先

祖
を

亜
す

。

　
　
　

　
器

量

周
薫、

流
俗
に

混
ぜ

ず
。

　
（

ウ
）

尚

書
の

廷
尉、

五

六

の

侍
中、

顕
要
の

官、

同

時
に

兼
帯
す

。

　
　
　

　
初
め

数
国
の

刺
吏
を
歴、

後
に

太

宰
府
の

都

督
に

任

ず
。
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（

エ
）

（

オ
）

（

カ
）

家
富
位
貴、

名
望
軼
人

。

内
に

は

道

心

に

住
し、

外
に

は

慈

仁
を

行
ず

。

諸
寺
・

諸
山

、

悲
田

・

獄
舎、

窮
困
を
訪
い

て

は、

常
に

飲

食
を
施

す
。

園
城
寺
の

裡
に

、

】

の

仏
閣
を
建
て
、

夏
藹
を
安
置
す

。

し

ば

し
ば

日

食
を

行
じ
、

ま

た

白
川
を
占
す

。

新
た

に

精
舎
を
結
ん

で
、

暁
夕
に

礼
懺
す

。

…

】

乗
を
講
ず
る
に

、

千
日

を
以

て

限
り
と

す
。

聴
聞
市
を
成
す

。

功
徳
隣
有
り

。

自

余
の

仏
事
は、

一

二

い

と

ま
あ

ら

ず
。

杖
郷
の

齢
に

及
ん

で
、

つ

い

に

出

家
の

願
を
遂
ぐ

。

持
戒
精
進
し
て

…

久
安
二

年
（

曲
一

】

四

六
）

二

月
日
、

病
に

依
っ

て

薨
卒
す

。

…
L

「

二
」

勧
修
寺

・

寛
信
略

伝

 
『

城

州
勧
修
寺

・

沙
門
寛
信
伝
』

　
　

「

釈
・

寛
信

。

（

ア
）

（

イ
）

（

以
下

『

寛
信
伝
』

／
『

本
朝
高
僧
伝
』

巻
第
12
・

日

仏
全
・

第
63
巻
・

叩
88V

大
蔵
卿

・

藤
の

為
房
の

子

な
り

。

天

性
・

明

発
、

し

か

の

み

な
ら
ず
精
勤
す
る

を
も
っ

て、

覚
樹
に

お
い

て

三

論
を
習
い
、

厳

覚
に

お
い

て

三

密

を
習
い
、

義
解
の

名
を
両
都
に

お
い

て

揚
ぐ

。
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（

ウ
）

康

和
五

年
（

佃
一

　
　

天
仁
三
年
（
曲
一

　
　

永
久
二

年
（
齟
一

　
　

元
永
初
年

（

佃
一

　
　

大
治
元

年
（

佃
一

　
　

四

年
（

些

　
　

康
治
元

年
（

趙
一

　
　
　

　
「

昔
、

　

　
　
　
天
延

中、

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の

後、

絶
え
て

続
ざ

る
こ

　

　
と
二

百
余

年
。

　

　
い

ま
、

こ

の

任

を
膺
す

。

そ
の

才
徳
を
知
る

べ

し
。

L

と
。

（

同
右
）

権
大

僧
都

に

任
じ
、

久

安

元
年
（

曲
一

一

四
五
）

、

寺
務
を

領
し

、

明

年
（

佃
一

一

四
六
）

、

法
務
を

兼
ぬ

。

こ

の

年
（

 

＝
四
六
）

五

月、

最

勝
会
の

証
義
に

預
か

る
。

こ

れ
三

論
宗

・

証
義
の

始
め

な
り

。

三

年
（

佃

＝

四
七
）

夏、

東
大
寺

務
に

補
し、

初
め

て

御
斎
会
の

講
師

を

膺
す

。

問
者
に

送
る
詞
に

い

う
。

　

「

真
言
院
道

場
に

は、

か

た

じ

け

な
く
も
瑜
伽
座
を

汚
し

　

　
龍
尾
の

壇
の

講
掉
に

は、

い

や

し

く
も
論
談
の

筵
に

連
な
る

。

　

　
天

延
の

古
跡
を
訪
（

と
ぶ

ら
）

い

て

は、

二

百

回
の

日

月
を
隔
て
、

　
　一

〇
三
）

、

勧
修
寺
・

権
別
当
職
に

補
し

、

　
　一
一

〇
）

、

別
当
職
に

補
し
、

　
　一
一

四
V

冬、

維
摩
会

講
師
と

な
り

、

　
　

＝

八
）

夏、

最
勝
会

講
座
に

登

り
、

　
　一

二

六
）

、

元

興

寺
に

住
し
、

二

会
講
を
歴
、

一

二

九
）

冬、

権
律
師
に

任
じ、

修
営
の

労
を
賞
む

る

な

り
。

　
　一

四
二
V

、

東
寺
長

者
に

任
じ

、

ぼ

く
黄
を
賜
い

て
い

う
。
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永
治
の

新
恩

を

載
し

て

は
、

万
歳
の

最
初
に

陪
（

は
ん
）

べ

る
。

　
　

　
　
　

　
　

康
治
・

久
安
の

間
に

は
、

　
　

　
　
　

　
　
（

寛
）

信、

禁

中
に

於
い

て、

如
法
尊

勝
法
を

修
し
、

　
　

　
　
　

　
　

承
陽
舎
に

於
い

て

は
、

仁

王

経
法
を
修
し、

修
す
る

毎
に

験
を

得。
L

と
。

　
　

　
（

エ
）

仁

平
三

年
（

鱒
一

一

五

三
）

三

月

七

日

寂
。

歳

す
で

に

稀
年
な

り
。

　
　

　
　
　

　（

寛
）

信、

書
を
閲
し

て

寝
ま

ず
。

よ
う
や

く
五

更
に

達
し

て
、

沐

浴

し

て

牀
に

就
く

。

大
率
常
な

り
。

　
　

　
（

オ
）

『

類
秘
鈔
』

・
『

類
顕
鈔
』

な
ど

若
干
の

巻
を

著
す

。

…
」

「

三
」

禅
那

院
・

珍
海
略

伝

 
『

和
州

禅
那

院
・

沙

門
珍
海
伝
』

（

以
下、

『

珍
海
伝
』

／
『

本
朝
高
僧
伝
』

巻
第
12
・

日

仏

全
・

第
63
巻

・

”

88
）

　
　

「

釈
・

珍
海

。

　
　

　
（

ア
）

延

臣
・

園
の

基
光
の

子

な
り

。

　
　

　
（

イ
）

早

く
覚
樹
に

従
っ

て
、

そ
の

肯
綮
を
究
め
、

器
度
清
敏
に

し
て
、

人
に

問
う
を
好
み
、

　
　

　
　
　

華
厳
・

法
相
・

因
明

を
研

核
す

。

　
　

　
（

ウ
）

三
会
の

講
を
歴

。

師
席
に

登
る

毎
に
、

詞
峰
俊
利
に

し
て

、

敢
え
て

当
た

る

者
な

し
。

　
　

　
　
　

時
に

人、

僉
じ

て

い

う
。

「

文

殊
の

応
化
な
り

」

と
。

　
　

　
（

エ
）

仁

平
年
中
（

衄
一

一

五
一

〜
一

一

五

四
）

、

禅
那
院
に

住
し
、

『

法
華
』

・
『

維
摩
』

．
『

勝
鬘

経
』

を

講
ず

。

　
　

　
　
　

暮
年
に

曁
（

の

ぞ
）

ん

で
、

ま
た

浄
業
を

修
し

　
　

　
　
　

　
『

浄
土

義
私
記
』
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『

決
定
往
生

集
』

（

大
正

蔵
八

四
巻

・

二

六

八

四

番
）

　

　
　
　

　
　

『

浄
影

義
章
』

を
選
す

。

　

　
　
（

オ
）

珍
（

海
）
、

丹

青
を
善
く
す

。

　

　
　
　

　

伝
法
院
・

覚
鑁
と

割

席
の

遇

有
り、

金
剛
界
大
日

像
を

画

き、

も
っ

て

こ

れ

を

贈
る

。

　

　
　
　

　

余、

禅
那
院
に

抵
し
て
、

写

照

瞻
礼
す

。

鼻
頭
隆
準、

口

角
方
廣
な

り
。

す
な

わ

ち

そ
の

異

人
な
る

を

知

る
。

　

　
　
（

カ
）

（

仁
平
二

年
（

冊
一

一

五

二
）

ト
一

月
二

十

三

日
、

年
六

十
二

に

し

て

入

滅
。

※

『

宇

槐
記

抄
』

）

」

「

四
」

光
明

山

寺
・

重

誉
略
伝

 
『

和

州
光
明

山
・

沙
門
重

誉
伝
』

（

以

下、

『

重
誉
伝
』

／
『

本
朝

高
僧
伝
』

巻

第
12
・

日

仏
全
・

第
63
巻
・

即
88
）

　

　
「

釈
・

重

誉
。

　

　
　
（

ア
）

姓

系、

詳
（

つ

ま
び

ら
か
）

な

ら

ず
。

　

　
　
（

イ
）

東
南
院
の

覚
樹
に

従
っ

て
、

三

論
を
研
練
し、

兼
ね

て

密
蔵
に

通
ず

。

　

　
　
（

ウ
）

広
衆
の

交
を
厭
い
、

光
明
山

に

入

り、

浄

業
に

従
事

す
。

　

　
　
（
エ

）

所

住
に

お
い

て
、

終
（
つ
）

い

に

『

西
方

集
』

三

巻
を

著
す

。

　

　
　
　

　

又
、

同
時
に

樹
朗
有
り

。

　

　
　
　

　

東
大
寺
・

理

真
律
師
に

お
い

て

空
宗
を

稟
け

、

東
南
院
に

住
し、

三

論
を

開
講
す

。

　

　
　
　

　
　
（

重
）

誉
と

な

ら
ぶ

名
に

し

て
、

当
世
の

鸞
・

鳳
と

称
う
な
り

。

　

　
　
　

　

晩
く

精
舎
を
結

び、

所
業
を

捨
て、

浄
刹

を

修
す

。

　

　
　
　

　
　

系
に

い

う
。

三

論
と
は

龍
樹
に

し

て、

諸
法
蕩
滌
の

宗
な
り

。
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然

る

に

智
光
・

礼
光
か

ら

珍
海
・

重
誉
に

至

り、

浄

土

を

求
め

、

弥
陀

を

慕

う
は、

宗
旨
に

違
う
こ

と

無
し
や

否
や

。

通

じ

て
い

う
。

菩
薩、

『

智
度
論
』

に

説
く

。

「

往
々

に

弥
陀
を

称
う

。

」

『

十

住
毘
婆
沙

論
』

に

「

弥
陀
を
易
道

と

な
す

。

」

と
。

　
か

る
が

故
に
、

曇

鸞
は

龍
樹
を

も
っ

て

浄
教
の

高
祖
と

な
す

。

迺
祖
す
で

に

し
か

な

り
。

何
ぞ
こ

れ

に

違
（

た

が

い
）

あ
ち

ん

や
。

け
だ

し

そ
れ
、

事
・

理
の

二

法

は、

世
界
の

建
ず
る

ゆ
え

ん
。

し

か

も
先
仏
の

教
を
ひ

も
と

く
と
こ

ろ

な
り

。

色
即
是
空

、

す
な

わ

ち
一

塵
に

て

何
を
か

立
つ

。

空

即
是
色

、

す
な
わ

ち

十
界
宛
然
た

り
。

一

紀
三

藏
の

単
空
を
も
っ

て
、

同
日

に

し

て

難
ず
べ

か

ら
ず

。

」

「

五
」

勝

倶
胝

院
・

実
運

略
伝
（

寛

信
か

ら

元

海
へ

傾
斜
し
て
、

寛
信
に

炎
魔
天

供
で

調

伏
さ

れ

る
。

）

 
『

城

州
・

醍

醐

寺
・

沙
門
実
運

伝
』

（

以

下
『

実
運
伝
』

／
『

本
朝
高
僧
伝
』

巻
第
52
・

日

仏

全
・

第
63
巻
・

　
　

「

釈
・

実
運

。

　
　
　
（

ア
）

左

僕
射

、

俊
房
源
公
の

子

な
り

。

　
　
　
｛

イ
）

弱
歳
に

し

て

醍

醐
寺
座
主

・

勝

覚
に

従
っ

て
、

真
言
教
を

学
び
、

　
　
　

　
　

勧
修
寺
の

寛
信
に

灌
頂
を
受
け、

　
　
　

　
　

諸
の

密
軌
を

伝

え
、

　
　
　

　
　

兼
ね

て

三

論
を
受
く

。

　
　
　
（

ウ
）

勧

修
寺
に

住
ん

で、

官
は

僧
都
に

任

ず
。

　
　
　

　
　

盛
ん

に

瑜

伽
を
唱
え
て、

後
に

元

海
に

承
く

。

叩

 
）
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（

寛
）

信
公
こ

れ

を
怨
み

、

勧
修
寺
に

在
る

と

こ

ろ
の

秘

軌
を
も
っ

て
、

写
し
取

り、

侘
び

寺
に

お

い

て
、

　
　

　
結
成
し
、

も
っ

て

（

実
）

運

を

調
伏
す

。

　
第
七
日

に

い

た

り、

庭
の

中
に

声
あ
り

て

い

う
。

　
　

「

修

願
成

就
」

と
。

　
（

寛
）

信
の

い

わ
く

。

　
　

「

何
れ
よ
り

告
げ
ら

る

る

や
」

と
。

　
い

わ
く

。

　
　

「

炎

魔
王

宮
な
り

」

と
。

信
す
な
わ

ち
壇
を
撤
す

。

　
未
だ

幾
ば
く
も
せ

ず
し

て
、

運

は

毒
瘡
を
嬰
ら
い
、

永
暦
元

年
二

月
二

十
日

寂
す

。

L

壇
場
を

「

亠

ハ

」

成
髄

逹

院
・

兼
音
心

略

伝

 
『

遍

照
光

院
累
代
院

譜
并
追
加
』

（

以

下、

『

兼
意
伝
』

／
『

金

剛
峰
寺
・

諸
院

家
析
負

輯
』

巻
10
・

続
真
全
・

叩
鰤

b
）

　
　

「

第
二

世
・

兼
意
・

成
蓮
坊

　
　

　
（

ア）

（

皇
后

の

宮
・

亮
藤
の

定

兼
の

息
な

り
。

）

　
　

　（
イ
）

案
ず
る
に

、

兼
意
は、

嘉
保
丙
子
年
（

す
な
わ
ち

永
長
元
な

り
。

11
佃
一

〇
九
六
）

五

月
十
三

日
、

こ

の

院
に

於
い

　
　

　

　

て

入

壇
す

。

す
な
わ

ち

寛
意
の

第
六

の

付
法
な
り

（

行
年
二

十
五
）

　
　

　

　
　

康

和
三

年
（

船

＝

〇
一
）

寛
意
の

入

寂
の

後、

京
畿
・

南
山

を
来
峰
す
る
の

間、

付
法
三

十
人
な
り

。

な
か

ん

ず

　
　

　

　

く、

心
覚
阿

闍
梨

を
第
七
の

析
負
と

な
す

。
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（

エ
）

保
元
元

年
（

曲
一

一

五
六
）

四

月
十
九

日
、

往
生

院
に

於
い

て

入

壇
す

。

教
授
（

俊
覚
闍
梨
）

護
摩
（

寛
成
）

誦
経
（

明

義
）

嘆
徳
（

記
者
失
名
）

な

り
。

こ

の

述
作
せ

る

書
は

『

成
蓮
抄
』

（

二

十
巻
こ

れ

あ
り

。

）

蓮
説
（

成

蓮
坊
の

説
な

り
。

）

予
蓮
（

高
野
・

成
蓮

坊
の

密
号

な
り

。

）

な
り

。

兼
意
の

寂
後、

御
室
よ

り

当
院
を
進
退
せ

し

め

た

ま
う

。

大
治
（

崇

徳
院
）

五

年
（

船
一

一

三

〇
）

華
蔵
院
の

宮
（

聖
恵
）

の

来
御
あ
り

。

そ
の

後、

新
．

熊
野
の

別

当
．

湛

増
に

課
し

て
、

修
補
あ
り

。

　
い

わ
ゆ
る

湛
増
は
、

白
河
院
の

三

山
御
幸
の

時
（

寛
治
四

年
／
佃
一

〇

九
〇
）

、

故

あ
っ

て

大
峯
筋
の

事
を
職
（

し
）

る
。

　

当
山
を
も
峰
の

中
と

し

て
、

こ

の

任
に

預
か

る
。

こ

れ

を

も
っ

て

湛
増
よ

り

心

覚
に

讓
与
せ

る

と
こ

ろ

な
り

。

世

人
、

誤
っ

て

湛
増
を
も
っ

て

住
持
と

談
ず
る

は

非

な

り
。

　

保
元
年
中、

宝

心
・

浄
蓮
坊
（

号

は

上

野
（

こ

う
ず
け
）

阿

闇
梨、

本
は

賢
覚
の

資
な
り
。

）

、

登

山

受
法
し

て

往
生

院
に

寂
す
（

承

安
四
年
九

月
朔
日
11

細
一

一

七

四
）

。

　

成
蓮
と

浄

蓮
と

、

そ

の

名
を
混
乱

す
べ

か

ら
ざ
る

も
の

な
り
。

　
あ
る

記

に
い

う
。
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「

兼
意

、

は

じ
め

て

当
院
に

住
す

。

　

　
　
　

当
院
は

、

大
路
の

際
に

し
て

闃
然
な
ら

ざ

る
に

よ
っ

て
、

小

河
を
相
い

隔
て
た

る、

　

　
　
　

し
た

ま

う
と
」

云
々

。

（

今
の

成

蓮
院
は

そ
の

旧

跡
か
）
」

　

　
　
　

そ

の

間、

宝

心

闍

梨
は

当
院
に

住
せ

ら

る

る
か

。

　
［

頭

注
］

（

白
河
皇、

金
峰
山
御
幸
は
、

寛
治
四

年
な
り

。

大
治

以

降
に

は

非
ざ

る

な
り

。

）
L

禅
林
寺
・

永
観

「

釈
・

永

観
。

　
（

ア
V

文

章
博
士
・

源
の

国
経
の

子

な
り

。

　
（

イ
）

勤
息
の

法
を
慕
い
、

年
わ

ず
か
、

小

学
に

し
て

山

崎
・

国
成

寺
に

入

る
。

　

　
　

不

動
呪

を

授
く
る
に
、

一

聞
に

し

て

す
な
わ
ち
記
し
、

夢
中
に

呪

を
誦

す
。

　

　
　

寺
主
（

て

ら
し

）

、

徒
に

い

い

て
、

い

わ

く
。

　

　
　
　

「

こ

の

児
は
、

宿
世
の

仏
種
な
り

」

と
。

　
（

ウ
）

十
一

に

し

て
、

禅
林
寺

・

深
観
僧
都
に

し

た

が

っ

て
、

剪

髪
・

受
業
す

。

　

　
　
　
（

深
観
は

）

観
華
山

帝
の

子、

深
覚
の

資
な
り

。

　

　
　

真
言
に

精
じ
、

（

深）

観
の

左

右

に

給
事
す

。

つ

い

に

密

灌
を

禀
く

。

　
（

エ
）

辞
し
て

東
大
（

寺
）

に

往
き、

登
壇
・

具
戒
す

。

　

　
　

有
慶

・

顕
真
の

師
資
に

し

た

が

い

て
、

三

論
の

窮
玄
を
伝
え
、

谷
の

奥
な
る
坊
に

入

り
、

住

「

七
」

 
『

洛
東
．

禅

林
寺
．

沙
門

永

観

伝
』

（

以

下
『

永
観
伝
』

／
『

本
朝
高
僧
伝
』

巻
第
11
・

日

仏

全
・

第
63
巻

・

叩

83
）
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た

ず
ね
て
、

杜
中
に

遊
ん

で
、

華
厳

・

法
相
を
聴
く

。

（

オ
∀

年、

而

立
（

三

十
才
）

に
い

た

り
て

、

光
明

山
に

入

り、

余
営
を
摩
斥
し

、

ひ

と

え
に

浄

業
を

修
す

。

由

棲
・

谷

飲

　
　

す
る
こ

と、

お
よ
そ

十
年
な
り

。

（

カ
）

道
友
し
い

て

起
ち、

禅
林
の

古
寺
に

住
し、

　
　

空

宗
を
演
唱
し
て
、

か

ね
て

安
養
を
勧
め
、

　
　

洛
下
に

奔
赴
し

て
、

大
い

に

化
門
を
立
つ

。

　
　

寺
の

巽
（

東
南
）

の

購
に
、

東
南
院
を
構
え、

長

坐
・

浄
修
し

て
、

も
っ

て

歳

月
を
送
る

。

　
　

応
徳
二

年
（

佃
一

〇
八
五
）

（

東
大
の

次
第
に

は

三
年
に

つ

く
る
）
、

勅
を
奉
じ

て、

維

摩
会
の

講
師
と

な
り、

　
　

寛
治
八

年
（

趙
一

〇
九
四
）

、

七

宝
の

塔
を
作
っ

て
、

舎
利
二

粒
を
安

ず
。

　
　

寅
の

昏
に

礼
懺
し
て
、

い

う
。

　
　

「

も
し、

我、

安
養
に

生
ず
れ
ば、

す
な
わ

ち

舎
利

、

ま
さ

に

増

す
べ

し
。

　
　

果
し
て
、

分
倍
す
る

に

感
じ

て
、

丈
六

の

弥
陀
像
を

造
刻
し
、

分
倍
舎
利
を
も
っ

て
、

仏
の

眉

間
に

納
め
、

薬

王
院

　
　

に

安
ず

。

」

　
　

　
　

承
徳
三

年
（

舶
一

〇
九
九
）

礒

拾
遺
伝
』

を

案
ず
る

に
、

承

徳
四

年
に

作
る

。

二

説
と

も
に

疑
う
べ

し
。

『

東
大

　
　

　
　

次
第
駈

を
案

ず
る

に、

康

和
二

年
五
月
二

十
一

摂
（

曲

＝
OO
＞

、

H
任
の

年、

六

十
八

と
い

う
。

）

、

ま
さ
に

　
　

　
　

南
衆
の

挙
に

お

う
じ
て

、

東
大
寺
に

住
す

。

　
　

鈴
轄
を
司
る

と
い

え
ど

も、

常
住
の

物
を
用
い

ず
。

　
　

自
ら

資
糧
を
蓄
え
、

も
っ

て

斎
鉢
に

供
す

。

　
　

衆
僧
の

風
を

把
る

に
、

寺
院
厳
粛
た

り
。
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住
持
す
る

こ

と
二

年
、

ま
た

洛
東
に

帰
す

。

陛
は

極
め

て

慈
仁
に

し

て、

常
に

囹
圄
（

牢
獄
）

に

往

き
て
、

囚
人
の

苦
を

恤

ま

た

学
を
好
ん

で

倦
（

う
）

ま

ず
。

し
か

る
に

、

病

多

く
し
て
、

体
弱
し

。

か

つ

て

い

う
。

　

　

「

病
者
人

の

善
知

識
な
り

。

　

　
　

我、

病
質
な

る

を
も
っ

て
の

故
に、

四
大
の

堅

な

ら

ざ

る

を
知
る

。

」

（

あ
わ

れ
）

ん

で
、

説

法
し
授
戒
す

。

［

b
］

心

覚
の

素
養

「

天

台

教
学
」

上

掲
し

た

諸
史
料
の

う
ち

、

東
密
転
向
以

前
の

心

覚
に

つ

い

て

言
及
す
る

も
の

に

四

点
が

あ

る
。

そ

れ
ら

の

史
料
が

語
る
、

当
時

の

心

覚
に

つ

い

て

の

描
写
は

、

お

お

む

ね

次
の

よ

う
で

あ

る
。

（

な
お、

前
掲
史
料
中
の

当
該

箇
所
は

ア
・

イ
．

ウ

等
で

示
し

た
。

そ

の

引
用
は

現
代
語
試

訳
と

し
た

。

試
訳
の

［

］

内

は
、

私
に

補
っ

た

も
の

で

あ

る
。

）

 
『

心

覚
伝
』

（

イ
）

に

は、

　
　
心
覚
は

「

園
城

寺
［

三

井
寺
］

に

お
い

て、

出

家
．

受

戒
し、

　
　
　

　
　
［

『

天
台
摩
訶

止

観
』

の

〈

正

修
章
〉

所
説
の

］

十

乗
観
法
を
学
ん

だ
。

」

と
い

わ
れ

、

 
『

院

譜
』

（

イ
）

で

は
、

　
　

「

三

井
寺
・

常
喜
院
の

住
僧

。

」

と

あ

る
の

み

で
、

　
 

『

年
譜
』

（

イ
）

に

は、
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「

は

じ
め

は

園
城
寺
［

三

井
毒
］

の

常
喜
院
に
い

て
、

　
　

天
台

教
を

学
ん

だ
。

」

と
い

わ

れ
、

 
『

往
生

伝
』

（

ア
）

（

イ
〉

に

は
、

　
「

園
城

寺
［

三

井
寺
］

の

住
僧
で

…

　
　
智

證
鬥

大
師

・

円
珍
］

の

［

お
こ

し
た

天
台
・

寺
門
の
］

流
れ
に

つ

ら

な
り

、

　
　
天

台

［

摩
訶
止
観
］

を
学
ん

だ
。

」

と
い

う
。

こ

れ
ら
四

点
の

史

料
が

語
る

内
容
を
整
理
す
れ

ば
、

次
の

よ

う
で

あ

る
。

　
（

1
）

心

覚
は

三

井
寺
に

お
い

て

出
家
し
、

受
戒
し
た

。

　
（

2
）

三

井
寺
の

常
喜
院
が

倥
坊
で

あ
っ

た
。

　
（

3
）

『

天
台
摩

誕
止
観
賑

を
中
心
に

天

台
の

教
観
を
学
ん

だ
。

［

c
］

心

覚
東
密
転
向
の

動
機

「

最
勝
会
に

お
け
る

相
論
」

　

東
密

転
向
の

直
接
の

動
機
と

さ

れ
る
最

勝
会
に

つ

い

て
、

騫
及
あ
る
い

は

関
連
が

あ
る

も
の

に
、

次
の

六
点
が

あ
る

。

そ

れ
ら
の

史
料
が

語
る

、

当
時
の

心

覚
に
つ

い

て
の

描
写
は、

お

お

む

ね

次
の

よ
う
で

あ
る

。

　

 
『

心

覚
伝
』

（

ウ
）

に

よ
れ

ば
、

　

　
「

［

心

覚
は

］

あ
る

日
、

宮

中
に

招
か

れ
、

　

　
　
興

福
寺

・

珍
海
と
、

［

天

台
宗
と

三

論
］

宗

［

の

教
］

義
を
た
た
か

わ
せ

た
。

　

　
　
（

心
）

覚
は

［

珍
海
の

問
い

か

け
に

射
し

て
］

答
に

つ

ま
っ

た
。
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こ

れ

を
契

機
と

し

て
、

天

台
宗
か

ら

真
言

宗
に

転
向
し
た

。

…
」

と
い

わ
れ、

 
『

院
譜
』

（

ウ
）

（

エ

）

で

は
、

　
「

［

心

覚
は
］

論

義
の

結

末
［

を

不
服
と

す
る
こ

と
］

に

よ
っ

て
、

高
野
山

に

引
き

籠
っ

た
。

　
　

そ
の

論
義
と

は
、

［

崇
徳
］

院
の

最
勝
講
の

こ

と

で
、

　
　

　

　
［

そ
の

時
の

配
役
は
］

　
　

間
者

　
心

覚

　
　

講
師

　
興
福
寺
・

珍
海

己

講

　
　

証
義
　
寛
信

法

務
で

あ
っ

た
。

　
　

鬥

心

覚
は
］

こ

の

論
義
に

お

け

る

論
争
［

に

破
れ
た
こ

と
］

に

よ
っ

て
、

　
　

［

三

井
］

弄
を
離
れ、

天
台
宗
か

ら

真
言
宗
に

転
向
し

た
。

…
」

と
い

い
、

　

 
『

年
譜
』

（

ウ
）

で

は、

　

　
「

…
二

十
五

才
の

時
に
、

三

井
寺
を
去
り
、

真
言
宗
に

転
向

し

た
。

…
」

と
い

い
、

　

 
『

往
生
伝
』

（

ウ
）

で

は、

　

　
「

…
二

十

五

の

年
に

光
明

山

［

寺
］

に

入
っ

た
。

…
」

と
い

う
。

　

上

記
史
料
 
に

は
、

崇

徳
院
の

最
勝
会
に

お

け

る

論

義
の

配

役
が

明

記

さ
れ
る

。

　

そ

こ

で

間
者
・

心

覚
の

論
戦

相
手
と

し

て

講
師

を
つ

と

め

た、

興

福
寺

・

珍
海
と
、

そ
の

論
義
に

お

け

る

証
義
者
を
つ

と

め

た

寛

信
・

法
務
に

関
す
る

描
写

を
、

『

珍
海
伝
』

・
『

寛
信
伝
』

の

中
に
、

そ
れ

ぞ

れ

さ

ぐ
っ

て
み

る
。

 
『

珍
海
伝
』

（

イ
∀

（

ウ
）

で

は、
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「

…

［

珍
海
は

］

若
く
し
て

［

東
大

寺
・

東
南
院
の
］

覚
樹
に

師
事
し

て
、

三

論
教
学
の

精
髄
を
究
め

た
。

　
　

そ
の

器

量

と

度
量
は

傑
出
し

て

お

り
、

そ
の

上
、

質
問
癖
が

あ
っ

た
。

　
　

　

華
厳

　
　

　

法
相

　
　

　

因
明

の

学
を
も

学
ん

だ
。

　
　

　
　

南
都
三

大
会

［

興

福
寺

の

維

摩
会
・

薬
師
寺
の

最
勝
会
・

宮
中
の

御
斉

会
］

の

す
べ

て
に

及
第
し

た
。

　
　

　
　
ま
た

同
じ
く
三

大
会
の

講
師
を
つ

と
め

る

度
に
、

論
旨
明

快
・

舌

鋒
鋭

く、

太
刀

打
ち
で

き

る

も
の

が

い

な
か
っ

た
。

　
　

　
　
そ

れ

を
ま
の

あ

た

り
に

し
た

人
は
、

驚
嘆
し
て

「

文
殊
菩

薩
の

化
身
で

あ

る
。

」

と

語
っ

た
。

：・
」

 
『

寛
信
伝
』

（

イ
）

（

ウ
）

で

は
、

　

「

…

［

東
大
寺
・

東
南
院

の
］

覚
樹
に

師
事
し

て

三

論
を
学
び
、

　
　
［

勧
修
寺
］

厳

覚
に

師
事
し

て

［

小
野

流
］

真
言
密

教
を
伝
受
さ

れ、

　
　

奈
良
お

よ
び

京
都
［

の

論

義
の

場
］

に

お
い

て、

学
匠
と
し

て

の

名

声

を

馳

せ

た
。

　
　

…

久

安
二

年
（

 
一

一

四
六
）

五
月、

［

崇
徳
院
に

お

け

る
］

最
勝
会
に

お
い

て
、

証
義
［

者
］

の

役
を

勤
め

る
。

こ

れ

が

三

論

　
　

宗
所

属
の

学
匠
に

よ
る

証
義
者
の

初
例
で

あ
る

。

…
」

　
こ

れ
ら
六

点
の

史

料
が

語
る

内
容
を
整
理

す
れ

ば
、

次
の

よ
う
で

あ
る

。

　
（

1
）

心

覚
が

真
言

宗
へ

転
向
す
る

直
接
の

き
っ

か

け

と

な
っ

た
、

院
の

御
最
勝
講
と

は、

　
　

　
　
久

安
二

年
五

月、

崇

徳
院
に

て

お
こ

な
わ
れ
た
も
よ
う
で

あ

る
。

（

『

寛
信
伝
』

参
照
）

　
（

2
）

そ
の

際
の

配
役
は、

　
　

　
　
間
者

　
心

覚
［

天
台
宗
］
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（

3
）

（

4
）

（

5
）

講
師

　
珍
海

［

三

論
宗
（

真
言
宗
）

］

証
義
　
寛

信
［

三

論

宗
（

真
言
宗）
］

講
師
・

珍
海
は
、

 
 
の

両

史
料
で

は
、

興
福
寺
の

僧
と

さ

れ
て

い

る
。

し

か

し

『

珍
海
伝
』

や
『

醍
醐
寺
新
要
録
』

等
の

史

料
で

は、

東

大
寺

・

東
南
院
の

覚
樹
門
下
の

、

き

わ
め

て

優
秀
な

三

論

学
匠
と

し
て
、

珍
海
を

位
置
づ

け
て

い

る
。

東
南
院
は

真
言

宗
の

所
管
で

も
あ
っ

た
。

す
な
わ

ち
、

珍
海
は

三

論

宗
（

真
言
宗
）

の

僧
で

あ
る

。

証
義
・

寛
信

は、

珍
海
と

同
じ

く、

東
大
寺
・

東
南
院
の

覚
樹
門
下
で

あ
り、

三

論
宗
の

代
表
者
と
な
っ

た

人

物
で

あ
る

。

ま

た

真
言

密

教
・

小

野
流
を
勧
修
寺
・

厳

覚
か

ら

伝
え

ら
れ、

そ
の

後
継
者
と

な
り、

世
に

勧
修
寺
の

寛
信
・

法
務
と

称
さ
れ

た
。

心

覚
が

真
言

宗
に

転
向
し

た

動
機
は
、

直
接
的
に

は

論
義
に

お

け

る

敗
北
に

起
因

す
る
の

か

も
し

れ

な
い

。

し

か

し、

 
後
に

東
大
寺
の

山

城

国
・

別

所
で

あ

る

光
明

山
寺
に

遁
世

し

た

こ

と
、

 
珍
海
・

寛
信
が
、

小

野
流
／
醍
醐
流
の

真
言
密
教
者
と

し

て

も
著
名
で

あ
っ

た
こ

と
、

 
同
じ

く

両
者
が

関
与
し

た
、

真
言
密
教
・

小
野
流
の
一

派
が
、

光
明

山
寺
を

拠
点
と

し

て

活

動
し

て

い

た
こ

と
、

こ

う
い

っ

た

要
素
が

心

覚
東
密
転
向
の

複
線
と

し

て

予
想
さ

れ
る
こ

と

は
、

注
意
さ

れ

る

べ

き
で

は

な
い

か
。
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［

d
］

東
大
寺

・

山
城
ノ

国
別

所
・

光
明
山

寺
へ

の

入
山

　

前
項
に

お
い

て
、

心

覚
の

真
言
宗
へ

の

転
向
の

動
機、

お

よ

び

そ
の

複
線
と

し

て

予
想
さ

れ

る
い

く
つ

か

の

問
題
点
を
指
摘
し

た
。

　
こ

こ

で

は
、

心

覚
の

入

山

し

た

時
期
に

つ

い

て

確
認

し

て

お

く
。

　

そ
れ
に
つ

い

て

言
及
が

あ
る

も
の

に、

次
の

六

点
が

あ
る

。

そ

れ
ら
の

史
料
が

語
る

、

当
時
の

心

覚
に

つ

い

て

の

描
写
は、

お

お

む

ね

次
の

よ

う
で

あ
る

。

　

 
『

心

覚
伝
』

（

エ
）

に

よ

れ

ば、

　
　

「

…
［

山

城

ノ

国
11

現
・

京
都
府
綴
喜
郡
］

和
州
（

む

し

ろ

山

城

だ
か

ら

他
の

史
料
の

様
に
、

城

州
と

す
べ

き

で

は

な
い

か

？
）
．

光
明

山

に

入
山

し
て、

二

十
五

年
の

間
修
行
に

励
ん

だ
。

…
」

と
い

わ

れ
、

　

 
『

年
譜
』

（

ウ
）

に

は、

　
　

「

二

十
五
歳
の

時、

三

井
寺
を
去
っ

て、

真
言
宗
に

転
向
し

た
。

…
」

と

あ

る
。

　

 
『

往
生

伝
』

（

ウ
）

に

は
、

　
　

「

二

十
五

の

年
に
、

光

明

山

に

入

山

し

た
。

…
」

と

あ
る

。

　
こ

れ
ら
三

点
の

史

料
に

よ

れ

ば、

心

覚
入

山
の

年
次
は

次
の

よ

う
で

あ
る

。

　
　

（

1
）

二

十
五

と
い

う

年
次
を

、

光
明

山

寺

籠
山

年
数
に

と

る

 
の

『

心

覚
伝
』

の

場
合、

　
　

　
　
　
心

覚
入

滅
の

年
次、

養
和
三
（

二
）

年
（

船
一

一

八

四
 
一

一

八

三
）

か

ら
逆

算
し
て
、

　
　

　
　
ア
　
養
和
三

年
11
平
治
元
年
（

皿
一

一

五
九
）

　
　

　
　
イ

　
養
和
二

年
11
保
元
三

年
（

佃
一

一

五

八
）

　
　

以
上
の

ア

イ
の

い

ず
れ

か

の

年
ま
で
、

心

覚
が

光
明

山
寺
に

籠
山

し

て

い

た

こ

と

に

な
る

。
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（

2V

二

十
五

と
い

う
年
次
を

、

当

時
の

心

覚
の

年
齡
と

と

る

 
『

年
譜
』

 
『

往
生

伝
』

の

場
合、

心

覚
は

久
安
二

年
（

衂
一

　

　
一

四
六
）

も
し

く

は

天

養
元
年
（

胡

＝

四

四）

に

光
明

山

寺
に

入

山
し

た

こ

と

に

な
る

。

因
み

に

こ

れ
に

よ

れ

ば
、

心

覚

　

　

没
時
の

年

令
は、

六
十
一

歳

前
後
と
い

う
こ

と

に

な
ろ
う

。

　
　
［

e
］

東
大
寺

・

三

論
宗
と
光
明

山

寺

　
こ

こ

で

は
、

心

覚
の

入

山

し

た
、

光
明

山

寺
に

関
わ

る
三

論

学
匠
た

ち
に

つ

い

て

確
認

し

て

お

く
。

　
そ

れ
に

つ

い

て

言
及
が

あ

る

も
の

に
、

次
の

四
点
が

あ
る

。

そ

れ

ら
の

史

料
が

語
る
、

当
時
の

光
明

山

寺
遁
世

僧
周
辺

の

人
々

の

描

写
は

、

お

お

む

ね

次
の

よ
う
で

あ
る

。

　

 
『

寛
信
伝
』

（

イ
）

（

ウ
）

に

は
、

　
　

「

…
［

東
大
寺
・

東
南
院
の
］

覚
樹
に

師

事
し

て

三

論
を

学
び
、

　
　

［

勧
修
寺
］

厳
覚
に

師

事
し

て

［

小
野

流
］

真
言
密

教
を

伝
受
さ

れ
、

　
　
　

奈
良
お

よ
び

京
都
［

の

論

義
の

場
］

に

お

い

て
、

学
匠
と

し

て

の

名
声

を

馳
せ

た
。

…
」

　

 
『

珍
海
伝
』

（

イ
）

に
は
、

　
　

「

…

［

珍
海
は

］

若
く
し
て

［

東
大

寺
・

東
南

院
の
］

覚
樹
に

師
事
し

て
、

三

論
教
学
の

精
髄
を

究
め

た
。

　
　
　

そ
の

器
量
と

度
量
は

傑
出
し
て

お

り、

そ
の

上、

質
問
癖
が

あ
っ

た
。

　
　
　

　

華
厳

　
　
　

　
法

相

　
　
　

　
因

明
の

学
を
も

学
ん

だ
。

…
」
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『

重
誉
伝
』

（

イ
）

（

ウ
）

（

エ
）

に

は
、

　

「

重
誉
は

、

東
南
院
の

覚
樹
に

従
っ

て
、

三

論
［

教
学
］

を

修
学
し

、

　

　

兼
ね

て

真
言
密
教
に

通

じ

て

い

た
。

　

　

大
衆
と

交
わ
る

煩
を
厭
い

、

光
明

山
に

入
っ

て
、

修
行
に

励
ん

だ
。

　

　
そ
こ

で
、

『

西
方
集
』

三

巻
を
著
し

た
。

…
」

 
『

永

観
伝
』

（

ウ
）

（
エ
）

（

オ
）

で

は
、

　

「

永
観
は
、

十
一

歳
の

時、

［

京
都
］

禅
林
寺
の

深
観
僧
都
に

し

た

が
っ

て、

剃

髪
し

受
戒
し
た

。

　

　
［

深

観
は
］

観

華
山

帝
の

子

で
、

（

東
寺
長
者
）

深
覚
の

弟
子
で

あ
る

。

　

　
永
観
は、

真
言
密
教
に

精
通
し

て

お

り、

深
観
の

傍
ら
に

い

つ

も
付

従
っ

て
い

て
、

つ

い

に

灌
頂
を

受
け
る
こ

と

が

で

き
た

。

　

　
［

そ
の

後
］

深
観
の

も
と

を
去
っ

て
、

東
大
寺
に

赴

き、

具
足
戒
を
受
け
た

。

　

　
有
慶
・

顕

真
の

師
弟
に

し

た

が
っ

て
、

三

論
宗
の

奥
義
を
伝
承
し
、

　

　
諸
方
に

遊

学
し

て
、

華
厳
・

法
相
を

学
ん

だ
。

　

　
三
十

の

時、

光
明

山

に

入
っ

て
、

浄
土

教
の

修
行
に

没
頭
す
る
こ

と
、

お

よ
そ
十
年
で

あ
っ

た

…
。

」

と

あ

る
。

　
以
上
の

内
容
を
整
理

す
る

と
、

次
の

よ
う
で

あ

る
。

　
（
1

）

光
明

山
寺
は、

東
大
寺
の

山
城
の

国

別
所
で

あ

る
。

　
（

2
）

光
明

山
寺
は
、

東
大
寺
・

東
南
院
の

覚
樹
系
統
の

三

論

学
匠
た

ち
の

多
く
が

遁
世
し

た

場
所
で

あ
る

。

　
（

3
）

光
明

山

寺
に

遁
世
し
た

三

論
学
匠
た

ち

は、

多
く
の

場
合、

厳

覚
の

系
統
の

真
言
密
教

・

小

野
流
を
相
承
し

て

い

た
。

　
（

4
）

光
明

山

寺
に

遁
世
し

た
、

真
言
密
教
系
三

論
宗
の

人
々

は
、

官
僧
と

し

て

の

煩
雑
な
生
活
を

嫌
っ

て
、

修
行
三

昧
を
志

　

　
　
　
向
し、

浄
土

往
生

を
ね

が
っ

た
。
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（

イ
）

南
都
浄
土

教
と

光
明
山

寺

 
『

重

誉
伝
』

に

は、

　

「

重

誉
は、

…

光

明

山

寺
に

お
い

て
、

『

西

方
集
』

三

巻
を
著
し

た
。

　
　
重

誉
と

同
じ

頃、

樹
朗
と
い

う
僧
が

い

た
。

　
　

東
大
寺
の

理

真
律
師
に

し

た

が

っ

て

三

論
宗
を
学
び、

同
寺
の

東
南
院
に

住
み

、

三

論
教
学
の

講

筵
を

開
い

た
。

　
　
［

東
大
寺

・

東
南
院
・

三

論

宗
で

は
］

重

誉
と

双

璧
で
、

当
世
の

鸞
・

鳳
と

称
さ

れ
た

。

　
　

晩
年
に

庵
を
結
ん

で
、

三

論

教
学
の

学
習
を

捨

て、

浄
土

念
仏
を
実
践
し
た

。

　
　
こ

の

よ
う
な
問

答
が

あ
っ

た
。

　

問
う

。

　
「

三

論
宗
は

龍
樹
に

帰
さ
れ

る

も
の

で
、

諸

法
蕩
滌
の

宗
で

あ
る

。

　
　
　

　
　
そ

れ
な
の

に
、

智
光
・

礼
光

に

は

じ

ま
っ

て
、

［

最
近
で

は
凵

珍
海
・

重

誉
の

様
に
、

浄
土

を

求
め
、

阿
弥
陀
を
慕
う

　
　
　

　
　
こ

と

は
、

三

論
宗
の

宗
旨
に

反

す
る
の

で

は

な
い

か
。

」

　

答
え
る

。

「

龍
樹
菩
薩
は
『

智
度
論
』

に

「

往
々

に

弥
陀
を
称
う

。

」

と

説
き、

『

十
住
毘
婆
沙

論
』

に

「

弥
陀
を
易
道
と

な

す
。

」

　
　
　

　
　
　
と

い

っ

て
い

る
。

　
　
　

　
　
　
だ
か

ら、

曇
鸞
は

龍
樹
を
も
っ

て

浄
土

教
の

高
祖
と

す
る

。

　
　
　

　
　
　

龍
樹
菩
薩
に

し

て
、

す
で

に

そ

う
で

は

な
い

か
。

ど

う
し

て

三

論
の

宗
旨
と

浄
土

念
仏
が

相
反

す
る

と
い

う
こ

と

　
　
　

　
　
　
が

あ

る

だ

ろ

う
か

。

…
LL

 
『

永
観

伝
』

（

オ
〉

（

カ
）
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「

永
観
は
、

…

三

十
の

時
、

光
明

山

に

入
っ

て
、

浄
土

教
の

修
行
に

没
頭
す
る
こ

と
、

お

よ

そ

十
年
で

あ
っ

た
。

道
友
と

禅
林
寺
に

住
ん

で
、

三
論
宗
の

教
学
を
吹

鼓
し

て、

か

ね

て

安
養
浄
土

を
信
仰
す
る

こ

と

を
勧
め
、

京
都

中
で

大
い

に

教
化
を
お
こ

な
っ

た
。

寺
の

東
北

に
、

東
南
院
を
構
え、

坐
禅

と

浄
土
の

修
行
を
お
こ

な
っ

て
、

歳
月
を

送
っ

た
。

寛
治
八

年
（

曲
一

〇
九
四
）
、

七
宝
で

で

き

た

塔
を

作
っ

て、

舍

利
二

粒
を
安
置
し

た
。

寅
の

刻、

礼
懺
し

て
、

次
の

よ
う
に

い

っ

た
。

　
「

も
し、

私
が

安
養
浄
土

に

生

れ
る
こ

と

が

で

き
る
の

な
ら
ば、

こ

の

舍
利
は

必

ず
増
加

す
る

で

あ

ろ
う

。

」

と
。

　

そ
の

結

果、

舎
利
が

増
加

し

た

の

で、

そ

れ
に

感

激
し
た

永
観
は、

丈⊥
ハ

の

阿

弥
陀

像
を
造
刻
し
、

増
加

し

た

舍
利
を、

　

そ
の

仏
の

眉

間
に

納
め
、

薬
王
院
に

安
置
し
た

。

…
L

と

あ
る

。

上

記
の

内

容
を
整
理

す
る
と
、

次
の

よ
う
で

あ
る

。

（

1
）

東
大

寺
・

東
南
院
・

三

論
宗
で

は
、

三

論
教
学
と

浄
土

教
の

融

合
・

合
理

化
が

試
み

ら

れ
て

い

た
。

（

2
）

そ
の

根
拠
は

、

龍
樹
の

撰
と

信
じ

ら
れ
た

『

大
智
度
論
』

、

お

よ

び

『

十
住
毘
婆
沙
論
』

に

求
め

ら

れ、

　
　

そ
の

信
憑

性
の

高
さ

は
、

曇
鸞
が

『

大
智
度
論
』

『

十

住
毘

婆
沙
論
』

の

文
を
用
い

て

浄
土

教
の

位
置
づ

け

を

試
み

た
論

　
　

法
に

求
め

ら
れ

、

　
　

そ
の

伝
統
は

、

智
光
・

礼
光
・

珍
海

・

重
誉
の

行
歴

に

よ
っ

て
、

権
威
づ

け
ら

れ

て

い

る
。

（

3
）

さ

ら
に
、

そ

の

具

体
的
実

践
は
、

　
　

三

論
教

学
の

学
習
は

、

東
大
寺
・

東
南
院
を
拠
点
と

し

て

お

こ

な
わ

れ
、

　
　

浄
土

教
の

実
践
は

、

山

城

ノ

国
・

別
所
の

光
明

山

寺
に

お
い

て

お
こ

な
わ

れ
た

。
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（

ウ
）

心

覚
の

高
野
山
入

山

　
こ

こ

で
は
、

心

覚
の

高
野

山

入

山
に

つ

い

て

確

認

し

て

お

く
。

　

そ
れ
に

つ

い

て

言
及
が

あ
る

も
の

に
、

次
の

四

点
が

あ
る

。

そ

れ

ら

の

史
料
が

語

る、

高
野
山

に

お

け

る
心

覚
の

描
写
は
、

お

お

む

ね

次
の

よ
う
で

あ
る

。

 
『

心
覚
伝
』

（

エ
）

（

エ
）

に

は
、

　

　
「

心
覚
は
、

…

光
明

山
に

入
っ

て
、

二

十

五

年
間

籠
山

し

て
、

修
行
に

励
ん

だ
。

　

　

　
そ
の

後、

高
野

山
に

登
り

、

兼
意
阿

闍

梨

に

し
た

が
っ

て
、

密

教
の

奥

義
を
究
め
、

　

　

　
両
界
の

潅
頂
を
受
け、

　

　

　
密
教
経
軌
や
諸
尊
法
を
研
鑽
し
、

　

　

　
多
く
の

著
作
を
著
し

た
。

　

　

本
来、

官
僧
の

世
界
が

嫌
い

で
、

た

だ

悟
り

だ
け

を
こ

い

願
っ

て、

常
喜
院
を
営
ん

だ
。

　

　

　
思
う
に

任
せ

て

修
行
す
る
こ

と

を
決
心

し
て
、

朝
・

昼
・

晩
の

三

回
に

経
を
唱
え、

朝
・

晩
に

は

礼
懺
し

た
。

　

　

　
養
和
三
（
二
）

（

佃

＝

八

三

 
一

一

八

四）

年
夏
四

月、

に

わ
か

に

病

気
に

な
っ

た

け

れ

ど
、

日

課
を
お
こ

た

ら

な

か
っ

た
。

　

　

　
六

月
二

十
四
日
、

印
を
結
ん

で

坐
っ

た

ま
ま
滅
し
た

。

…
」

 
『

院
譜
』

（

ア
）

〜
（

エ

）

に

は
、

　

　
「

第
三

世
．

心

覚
．

仏
種
坊
は
、

：・

真
言
密
教
の

諸
流
の

奥

義
を
究
め

る
た

め

に

高
野
山

に

入

9
、

往
生

院
の

遍

照

光

院
に

住

　

　

　
ん

だ
。

」

　

　

宏
教
律
師

は

次
の

よ

う
に

い

う
。
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「

往
生

院
・

心
覚
は
、

　
　

　

兼
意

　
　

　

覚
印
（

平
等
坊
・

永
厳
の

高
弟
）

　
　

　

宝
心
（

理

性
院
・

法
眼
・

賢
覚
の

高
弟）

等
の

阿
闍
梨
の

弟
子

で

あ
る

。

こ

の

ほ
か

仁
和
寺
・

醍
醐
寺
に

お

い

て

密
教
の

　
　

　

研
鑽
に

励
ん

だ

入

物
で

あ

る
。

　
　

　

心

覚
が

真

言
宗
に

転
向

し

た

当
初

、

彼
の

流

儀
を
常
喜
院
流
と

よ
び

。

高
野
山
に

入

山

し

た

後
は
、

往
生

院
流
と

よ
ぶ

。

」

 
『

年
譜
』

（
エ
）

〜
（

カ
）

に

は、

　
「

宰
相
・

阿
闍
梨
・

心

覚
。

…

　
　

高
野

山
に

隠
居

し

て
、

長
和
親
王
の

息
子
に

し

て
、

禅
定
院

僧
都
・

寛
意
の

弟
子
で

あ

る

兼
意
阿

闍

梨
に

従
い
、

灌
頂
を

受

　
　

け
、

　
　

密
教
の

奥
義
を

究
め
、

　
　
こ

と
ご

と

く
諸

尊
法
を
伝
承

し

た
。

　
　
一

日

に

三

回
、

行
法
し

て
、

一

日

も
休
ま
な
か
っ

た
。

　
　

あ
る

時
、

心

覚
は
、

師
を
詣
ね

て
、

大
師
の

『

遺
告
』

の

伝
受
を
求
め

た
。

　
　

そ
の

時、

兼
意
は

考
え
た

。

　
　

　

「

心

覚
は

元、

天

台
宗
の

人
で

あ
る

。

簡
単
に
こ

れ

を
許
可
し

て

は

な
ら

な
い
」

と
。

　
　

す
な
わ

ち

久
し

く
思

案
に

暮
れ

て

い

た

が
、

あ
る
夜、

大
師
が

夢
枕
に

た
っ

て

　
　

　

「

心

覚
は

修
行
の

志
し

が

明

確
で
、

信
念
が

は
っ

き

り

し

て

い

る
。

　
　

　

　
彼

の

求
め

に

応
じ

て

『

遺
告
』

を

伝
授
す
る
こ

と

を
、

た

め

ら
っ

て

は

な
ら

な
い

。
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早
く
こ

れ

を
授
け

な
さ
い

。

L

と
、

　
　

兼
意
は

驚
覚
し

て
、

た

だ

ち

に

使
を
遣
わ

し

て
、

心

覚
を

よ

ん

だ
。

　
　

心
覚
も、

ま

た
、

大
師
の

夢
告
を
う
け

て

お

り
、

師
の

と

こ

ろ

に

赴
く
途
上

で

あ
っ

た
。

　
　

途
中、

兼
意
の

使
と

出
会
っ

て
、

と

も
に
、

師
の

と

こ

ろ

に

赴
き、

夢
告
の

旨
を
は

な
し

た
。

師
の

夢
と
、

　
　
っ

た
。

　
　

師
資
は

感
激
し

て
、

即

時
に

『

遺
告
』

を
伝
授
し

た
。

　
　

心
覚
は
、

自
の

流
儀
を
た

て

た
。

広

沢
の

常
喜
院
流
が

そ

れ

で

あ
る

。

　
　

養
和
二

年
（

曲
一

一

八
二
）

四

月
（

あ

る
い

は

治
承

四

年

／
曲
一

一

八

〇
）

病
に

か
か

っ

て、

日

を
重

ね

た
。

　
　

け
れ
ど

も、

日

課
は

怠
ら

ず、

そ
れ

に

よ
っ

て

自
分
の

死

期

を
知
っ

た
。

　
　
六

月
四
日
、

病
床
よ
り

起
っ

て

端
坐

し
、

手
に

印
を
結

び
、

口

に

真
言
を
誦
し

て、

入

滅
し

た
。

　
　

製
作
の

尊
法
・

書
籍
等
の

数
は

き
わ

め

て

多
い

。

目
録

は

別
に

あ
る

。

L

 
『

往
生

伝
』

（

ウ
）

（
エ

）

に

は、

　

「

宰
相

・

阿

闍
梨
・

心

覚
。

…

　
　

そ
の

後、

光
明

山

を
出
て
、

高
野
山
の

往
生

院
に

住
み
、

　
　

兼
意
阿
闍
梨
に

し

た

が
っ

て
、

密
教
の

奥
義

　
　

諸
尊
の

秘

法

　
　

両
界
の

潅
頂
を
究
め
、

　
　
一

日

に

三

回

修
法
し
、

朝

晩
に

礼
懺
し

た
。

こ

れ
は

生

涯
継
続
し

た
。

　
　

養
和
二

年
四

月、

病
床
に

臥
し
、

治
癒
し

が

た
い

こ

と

を

を
知
っ

た
。

全

く
同
じ
で

あ
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け

れ
ど
も、

日

課
は

継
続
し、

結

果、

時
分

の

死
期
を

知
っ

た
。

　
六

月
二

十

四

日
、

起
立

端
坐

し

て、

印

を
結
び

明

を
誦
え
、

入

滅
し

た
。

L

と

あ
る

。

上
記

の

内
容
を
整
理

す
る

と
、

次
の

よ

う
で

あ
る

。

（

1
）

心
覚
の

高
野

山

入

山

は、

 
『

心

覚
伝
』

に

よ
れ

ば、

久
安
二

年
（

m

二

四
六
∀

と
い

う
こ

と

に

な
る

。

し

か

し
、

断

　
　
　
言
は

で

き
な
い

。

（

2
）

心

覚
は

高
野

山

に

入

山
し
、

往
生

院
・

兼
意
の

門

下
に

列

り、

広
沢
流
の

う
ち

観
音
院
流
を

学
ん

だ
。

（

3
）

密
教
の

研

鑽
に

余
念
が

な
く、

諸
尊
法
に

関
す
る

膨
大
な
著

作
を
残
し

た
。

そ

の

精
華
と

し

て

『

別
尊
雑
記
』

が

あ
げ

　
　
　
ら

れ

る
。

（

4
）

修
法
に

専
念
し
て
、

一

日

と

し

て

怠
ら
な
か
っ

た
。

そ
の

結
果、

自
分
の

死

期

を
予
知

す
る

こ

と

が

で

き

た
。

［

f
］

1
結
語
−
心

覚
と

は
い

か

な
る

人
物
か

　

以
上
の

内

容
か

ら
、

心
覚
の

志
向
性、

真
言

宗
へ

の

転
向
の

動
機
に

つ

い

て
、

次
の

い

く
つ

か

が

問
題
点
と

し

て、

浮
上
し

て

く

る
。

 
心

覚
は
、

天

台

宗
の

学
僧
と

し

て

『

天

台

摩
訶
止

觀
』

所
説
の

「

十

乗
観
法
」

を
学
ん

だ
。

天
台
三

大
部
の

う
ち

『

摩
訶
止

観
』

　
を

代
表
さ

せ

た
こ

と

は
、

彼
が

観

行
、

す
な
わ
ち

実
践
を
志
向

し

て
い

た
こ

と

を
伺
は

せ

る
。

 
心

覚
は
、

論

義
の

後
、

当
時
の

密
教
・

浄
土

教
の

実
践
者
が

拠
点
と

し
た

、

光
明

山

寺
へ

入
山

。

密
教
．

浄
土

教
の

実
践
に

励
ん

　
だ

。

こ

れ
は、

従
来

、

論
義
を
真
言
宗

転
向
の

契
機
と

す
る

が、

 
に

注
意
し

た

彼
の

実
践
志
向
を
補
足
す
る

で

あ
ろ
う

。

 
心

覚
は
、

光
明

山

か

ら

高
野
山
へ

移
り、

更
な
る

密
教
と

浄
土

教
の

実
践
に

は

げ
ん

だ
。

一 185 一

N 工工
一Electronlc 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

智山学報第四十五輯

　
こ

こ

で
、

結

論
め

い

た

こ

と

を
い

え

ば、

心

覚
は、

学
僧
と

し
て
、

す
な
わ

ち

学
問
主
体
の

仏
教
学
を
志
向
せ

ず
。

む

し

ろ
、

悟

り
へ

の

深
い

憧
憬
か

ら
、

仏
教
の

実
践

門
に

傾
斜
し

た
。

そ

れ

は、

観
行
・

念
仏
・

密

教
の

修
法
の

実
践
で

あ
る

。

　
こ

れ

は
、

心

覚
の

天
台
宗
時
代
の

基
礎
学
が

、

土

述

の

『

摩
訶
止

觀
隔

で

あ
っ

た
こ

と

に

端
緒
を

も
つ

で

あ
ろ

う
。

緩、

光
明
山

に

お

け
る

密
教
と

浄
土

教
の

併
列

修
行
を

経
て
、

高
野

山
へ

入

山
し

更
な
る

実
践
に

は

げ

ん

だ
。

　
以

上
を
ふ

り
か

え
っ

て

み

れ

ば
、

心

覚
は
、

小
野
流
・

真
言
密
教
の

修
法
の

実
践
と
、

三

論
系
浄
土

教
の

実
践
を
併
修
し

た、

そ

の

当

時
の

東
南
院
・

三

論
宗
系
の

ス

タ
ン

ダ
ー
ド
な

仏
道
実
践
者
と
い

え

る

の

で

は

な
い

か

？

　
こ

の

点
は、

多
く
の

東
大
毒
・

東
南
院
・

三
論

宗
の

学
匠
た

ち
が

お
こ

な
っ

た
、

三

論
・

真
言
・

浄
土

の

併
修
と
い

う
ス

タ
イ
ル

と

見
事
に

符
合
す
る

。

こ

の

併
修
が
、

当
時
の

仏

教
実
践
を
志

向
す
る

人
々

の
、

特
徴
で

あ
る

と
い

え

な
い

だ

ろ

う
か

。

　
心

覚
の

真
言

宗
転
向
は、

む

し

ろ

東
南

院
・

三

論
宗
系
の

真
言
・

浄
土

実
践
家
へ

の

転
身
と
い

っ

た

方
が

よ
い

の

で

は

な
い

か

？

　

以
上

が
、

彼
に

関
す
る

伝
歴

史
料
を

読
み

と

く
こ

と

に

よ
っ

て
、

え

ら

れ

た

仮
説

で

あ

る
。
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常
喜
院

流
伝
書
目

録

 
『

当

流
伝
授
記
』

　

『

四
度
次
第
』

　

『

灌
頂
私

記
』

　

『

大
事
一

度
』

　

　
（

二

紙
・

血

脈
）

　

『

心

抄
・

小

折
り
紙
』

　

　
（

五

十
二

尊、

門
不
足
か
V

　

『

心
密
抄
・

小
巻
物
』

　

　
〈

十
四
巻

。

こ

の

ほ

か

『

異
尊
』

上

下
二

巻
）
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凹

心
密
略
抄
』

七

帖
　
（

已

上

を
三

部
抄
と

号

す
）

　

『

作
法
集
』

　

四

巻

　

『

別
尊
略
行
抄
』

　

三

巻
（

成
浄
坊

作
）

　

『

小

巻
物
』

　
　
（

百
八

通
）

　

『

常
抄
』

　
　
（

十
二

巻
）

　
『

諸
尊
行
法
』

　
　
ハ

上

下
二

巻
）

　
『

成
蓮
抄
』

　

二

十

巻

　
『

真
言
集
』

　

三
巻

　
『

讃
集
』

　

一

巻
（

紀
の

上
入
に

在
る

ば
か

り
）

　
『

別
尊
雑
記
』

　
　
（

五

十
巻
ご

　
　
　
　
右
の

ほ

か
、

予
見
自
草
の

目
録
こ

れ

あ
り

（

八

十

九

部
・

数

百
巻
）

。

　
『

遍
照
光
院
累

代
院
譜
丼
追
加
駄

（

『

金

翻
峰

寺
・

諸
院
家
析
負
輯
』

巻
10
・

続
真
全
・

 
『

常
喜
院
流
略

伝

授
録
』

　
a

、

　
『

当
院
附
法
状
』

　
　
　
　
「

常
喜
院
流

　
　
　
　

　
印
可

。

具
書
授
与
の

事
。

　
　
　

『

心

抄
』

　
　
　

『

小
折
紙
』

即
鵬
a

）
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b
、

『

心

密
抄
』

『

小
巻

物
』

　

十

四

巻

『

心

抄
』

　

上

下
・

二

帖

『

成
蓮
抄
』

　

二

十

巻

『

心

密
略
抄
』

　

七

帖

『

略
行
抄
』

　

七

帖

『

諸
尊
行
法
』

　

上

下
・

二

帖

『

心

密
抄
』

　

十
四

巻
ま
た

『

異
尊
法
』

二

巻

『

真
言

集
』

　

三

巻

　

以

上
、

こ

れ

を
授
け

お

わ
ん

ぬ
。

『

四
度
次
第
』

『

灌
頂
私
記
』

『

作
法
集
』

　

四

帖

　

以

上、

書
籍
に

と

ど

め

る
に

よ
っ

て
、

先
規
に

任
せ

て

免
許
せ

し
め

お

わ
ん
ぬ

。

『

常
抄
』

　

十
二

巻

『

別
尊
雑
記
』

　

五

十

巻
…

」

（

叩

柵

〜

跚
）

『

宏
盛
の

先
師、

栂
尾
・

善
財

院
・

観

法
上

人
・

竺

誉
阿

闍
梨
附

法
状
』

　
「

大
体、

前
の

如
し

。

『

心

抄
』

　

小

折
紙

・

七

巻
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ハ

仏
頂

部
）

仏
限
・

金
輪
・

尊
勝

・

大
仏
項
・

熾
盛
光

　
（

仏

　
部
）

阿

弥
陀
・

釈
迦

・

薬
師
・

光
明
・

舎
利

　
（

経

　
部
）

仁
王
経
・

法
花

・

般
若
心

経
・

理

趣
経

・

宝
篋
経
・

守
護
経
・

六

字
経

・

呪

賊
経

　
（

観
音
部
）

聖
観
音
・

千
乎
・

馬

頭
・

十
一

薦
・

准
胝

・

如
意

輪
・

不
空

羈
索
・

多
羅

　
（

菩
薩
部
）

延

命
・

普

賢
延

命
・

普
賢
金
剛
薩
捶

・

五

字
文
殊

・

八

字
文

殊
・

弥
勒
・

地

藏
・

虚
空
藏
・

五

大
虚
空

藏
・

　

　
　
　
　

金

鰍
王
・

地

世

菩
薩
・

勢
至
・

薬
王

菩
薩
・

大
勝
金
嬲
・

円
満
金

鬪
・

馬
鳴
菩

薩
・

龍
樹
菩
薩

　
（

購
王

部
）

不
動
・

隆
三

世
・

軍
荼
利
・

大
威

徳
・

金
剛

夜
叉
・

愛
染
王

・

金

剛
童
子

・

鳥

枢
沙

摩

　
（

天
等
部
）

焔
摩
天
・

吉

祥
天
・

水
天
・

地

天
・

詞
利

帝
・

歓
喜
天

・

氷
詞
羅
天

・

北
斗
・

毘
沙

門
・

弁
財
天
・

宝
蔵

　

　
　
　
　

天

女
・

摩
訶

迦
羅
天
・

十
二

天
・

嚢
虞
利
童
女
・

施
餓
鬼

『

心

抄
』

小
巻
物

・

四

十
巻

・

八

絡

　
（

仏
　
部
）

阿
弥
陀
・

薬
師
・

釈

迦

　
（

仏
頂
部
）

尊
勝
・

仏
眼
・

金
輪

　
巳

上
、

六

帖
・

一

結

　
（

経
　
部
）

舎
利
・

法
花
・

仁
王

経
・

呪

賊

経
　
已
上、

瞬

帖
・
一

結

　
（

観

音
鄂
∀

聖
観

音
・

千

手
・

馬
頭

・

十
一

療

　

　
　
　
　

准
胝
・

如
意
輪
・

不

空
羂
策
　
已
上、

七

帖
・
一

結

　
（

菩
薩
部
）

弥

勒
・

延
命
令
？
・

普
賢
延
命

・

普
賢
金
剛
薩
堙

・

五

字
文
殊
・

八

字
文
殊

・

虚
空
藏
・

地

藏
　
已
上
、

　

　
　
　
　

八

轄
・

一

結

　
（

明

王

部）

不
動
・

降
三

世
・

軍
茶
利
・

大
威
徳

・

金

剛
夜
叉
・

愛
染
王
　
已

上
、

六

鮎
・
一

結

　
（

天

等
部
V

吉

祥
天
・

焔
摩

天
・

水
天
・

賀
利
帝
母
・

地

天

　
已
上

、

五

帖
・
一

結
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（

支
度
度
）

支
度

・

巻
数
・

公
私
修
法
用
意
歴
巻

数
・

同
状

　
己

上、

四

帖
・
一

結

『

心

抄
』

上

下
・

二

帖、

三
十
六

尊
こ

れ
あ
り

。

（

朱
）

…
全
部
折
紙

『

心

抄
』

と

同
物
也。

　
（

上

　
結
）

阿
弥
陀
・

釈
迦
・

薬
師
・

仏
眼

・

金
輪
・

尊
勝

　
　

　
　
　

仁
王

経
・

法
花
・

舎

利

　
　

　
　
　

聖
観
音
・

千
手
・

馬
頭
・

十
一

面
・

准
胝
・

如

意
輪

・

不
空

羂
策

　
已

上
、

十
六

尊

　
（

下

　
結
）

延
命
・

普
賢
延
命
・

普
賢
金

剛
薩
墟
・

五

字

文

殊
・

八

字
文
殊

・

虚
空

藏

　
　

　
　
　

不

動
・

降
三
世

・

軍
荼
利
・

大
威

徳
・

金
剛

夜
叉
・

愛
染
王

吉

祥
天
・

焔
摩
天
・

水
天
・

地

天
・

賀
利
帝
母

呪

賊

経
　
巳

上、

二

十

尊

『

成

蓮
抄
』

　

二

十

巻
。

　
　

　
（

朱
）

兼
意
の

作
な
り

。

　
　

　
　
　

　
「

菩
提
院
流
の

口

に

云

う
。

　
　

　
　
　

　
　

『

成
蓮
抄
』

は
、

三

十

巻
・

十

巻
・

二

十
巻
の

本
こ

れ

あ
り

。

　
　

　
　
　

　
　

十
巻
本
は、

二

十
巻
抄
を

詮

し

て
、

こ

れ

を

作
る

。

」

　
（

第
A 　 　A 　 　　 　 　A

第 第 第 第

こ二
∀

三
）四）五

〉

通
用

行
法

孔
雀
経
法

素
怛
覽
法

↓

法
花
・

王

経
・

宝
篋
印
・

守
護
経

云
去

侖

去

由
牛・
〜
ホ

甼・
≧

愛
染
王

・

宝
楼
閣
・

心

経
・

無
垢
浄
光
・

童
子
経
・

六

字
経
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A 　 　A 　 　A 　 　　 　 　　 　 　A

第 第 第 第 第 第
十 十
ニ ー

十 九 七 六
） 　 　） 　 　） 　 　∀ 　 　） 　 　）

（

第
十
四
）

（

第
十
五
）

（

第

十
六
）

（

第
十
七
）

（

第
十
八
）

（

第
十
九
）

諸
如

来
法
↓

薬
師
・

阿
閥
・

宝

生
・

阿

弥
陀
・

釈
迦
・

定
光
・

善
名

称
・

又

釈
迦

大

勝
金

剛
・

金

剛
隨
心
・

光
明

真
言
・

真
言

院

御
念

誦
・

円

満
金
剛
・

深
沙

神

求

聞
持

八

字
文
殊
・

五

字
文

殊
・

六

字
文
殊

＝
子
・

大
仏
頂
・

尊
勝

・

熾
盛
光

金
薩
・

弥
勒
・

大
般
若
菩
薩
・

普
賢
・

得
大
勢

・

金

剛
蔵
・

馬
鳴
・

龍
樹
・

地

藏
・

虚
空
藏

・

延
命
・

薬

王（

第
十
二

※

十
三
の

誤
り
か
）

大
悲
生

不
動

　
　

　
　
　

北
斗
七

星

　
　

　
　
　

聖

天

　
　

　
　
　

毘
沙

門
・

吉

祥
天
・

焔
摩
天
・

訶

梨
帝
・

呪

賊

経
・

氷

迦

羅
天
・

水

天
・

大
自
在
天
・

大

青
面
金

剛

　
　

　
　
　

妙
見
・

十
二

天
・

神
供
・

梵
天

・

地

天
・

大
里…

天
・

伎

芸

天
・

弁
財
天
・

摩
利
天
・

迦

楼
羅
・

帝
釈
・

羅

　
　

　
　
　

刹
天
・

風

天
・

那
羅
延

天
・

宝
蔵
天

女
・

嚢
虞
利
・

波
沙

波
陀

夜
天

　
（

第
二

十
）

施
餓
鬼
…

『

心

密
略

抄
』

　

七
帖

・

五
十
七

尊
な
り

。

　
　

　（
朱

書）

に

云
う

。

　
　

　
　
　

　
「

或
記
に

云
う

。
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、
C

　

　

　

　

　

　
『

心

密
略
抄
』

七

巻
・

五

十

三

尊、

北
院
・

御
室、

※

以
下

、

内

容
は

略
し、

抄

物
の

名
称
と

巻
数
の

み

を

あ

げ
る

。

『

略
行
抄
』

　

七
帖

『

諸

尊
別
行
法
』

　

上

下
・

二

帖

『

心
亦
山

抄
』

　

　

十
亠

ハ

巻

『

常
抄
』

　

十
一

巻

『

別
尊
雑
記
』

　

五

十
七

巻

『

真
言
集
』

　

三
巻
L

（

卯

姻
ー

刪
）

『

常
喜
院
自
草
目
録
』

『

金
剛
界
抄
』

　

六

巻

『

胎
蔵
界
抄
』

　

十

巻

『

両
界
図

曼
荼
羅
』

　

三

巻
（

台
二
・

金
一
）

『

両
界
口

伝
』

大
衍

房
流

『

両

界
口

伝
』

　

二

巻
（

光

明

山
・

上

定
房
）

『

胎
蔵

印
明

抄
』

　

二

巻
（

付

延

命
院
次
第
）

『

真
言

集
』

　

五

巻

『

讃
集
』

　
一

巻

『

梵
語
集
』

　

二

帖

『

雑
要
抄
』

　

三

帖

御
類

集
し

て

御
流
の

聖
教
に

加

え

ら

る

る

な
り

。

」
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『

勧
発
道
心
抄
』

『

尊
勝
陀
羅
尼

集
』

『

別
尊
類
聚
抄
』

『

作
法
集
』

『

薬
師
集
』

『

不
動
集
』

『

聖
天
集
』

『

十
二

天

抄
』

『

炎
摩
天

抄
』

『

五

字
抄
』

四

帖
　
一

巻

五

十
余
巻

四

巻

一

巻

一

巻

一

巻
　
一

巻

　
一

巻

一

帖

『

炎
師
御
口

伝
集
』

　
一

帖

『

四
種
護
摩
類
聚
抄
』

　
一

巻

『

十
七

尊
類
聚
名
目
』

　

一

巻

『

四

天

王
類
聚
名
目
』

『

阿
弥
陀
法
』

　

広
略
二

本

『

法
華
法
』

　

広
略

『

尊
勝
法
』

　
一

巻

『

光
明

真
言
法
』

　
一

紙、

又
一

帖

『

愛
染
王
法
』

　
一

紙
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『

求
聞
持
法
』

『

仏

眼
法
』

『

孔
雀
経
法
』

『

真
言
院
法
』

『

別
尊
雑
記
』

『

悉
曇
抄
』

『

五

色
抄
』

『

十

二

門
戒
体
』

『

金

輪
法
』

『

八

千

枚

抄
』

『

如

意

輪

法
』

『

不

空

羂

策
』

『

准
胝
』

　
一

巻

『

馬
頭
』

　
一

巻

『

地

藏
』

　
一

巻

『

並
日

賢
延
A
叩
』

　

　

一

巻

『

大
威
徳
』

　
一

巻

『

十
一

面
』

　
一

巻

『

瑜
祗
経
真

言
』

　
一

巻

次
第
・

口

伝

一

巻
　
一

巻

　
一

巻

六

帖

二

巻
（

上

定
房
の

拾
遺
あ
り

）

一

巻
　

一

巻

一

巻
　
一

巻

　
一

帖
ま
た

は
一

紙

　
一

巻
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『

理

趣
経

段
々

印
集
』

　

一

巻

『

花
蔵
院
真
言

集
』

　
一

帖

『

加

利
帝
』

　
一

巻

『

御
素
木
加

持
』

『

支
度

・

巻
数
集
』

　
一

帖

『

悉
曇
十

條
疑
問
』

　
一

巻
（

十
問
答）

　

以
下、

後
に

こ

れ
を
加

う
。

『

千
手
抄
』

『

聖
観

音
』

『

降
三

世
』

『

軍
荼
利
』

『

金
剛
夜
叉
』

『

仁
王

経
』

『

同
本

尊
』

『

請
雨
経
法
』

『

吉

祥
天
』

『

浮
図
集
』

『

貝
葉
集
』

『

訳
人

集
』

一

帖

一

巻

一

巻

一

巻

　
一

巻

一

巻

一

巻
　
一

巻

一

巻

一

巻

五

十
巻

一

帖
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『

法

華
音
義
』

　

十

巻

『

表
白
集
』

『

延

命
法
』

『

釈
迦
集
』

　
一

巻

『

弥
勒
抄
』

　
一

巻

『

台

蔵
印
口

伝
』

　
一

巻

『

台
蔵
十
問
答
』

　

一

巻

『

一

遍

集
』

　

三

巻

『

孔
雀
経

御
修
法
問
事
』

　

一

巻

『

灌
頂
雑
抄
』

　
一

帖

『

灌
頂
次
第
真
言
』

　

一

巻

『

灌
項
真
言
点
』

　
一

巻

『

灌
頂
私
抄
』

　
一

巻

『

伝
法

灌
項
相
承

略
記
』

　
一

巻

『

達
摩

掬
多
抄
』

『

灌
頂
発
問
集
』

　

四

巻

『

五

色
線
集
』

　
一

帖

『

護
身
法
』

　
一

紙

『

梵
漢
相
対
抄
』

　

五

十

巻
…

」

（

即

五

〇
一

〜

五

〇
五
）
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（

『

束
密
諸
法

流
印
信
類
聚
』

第
19
巻

・

伝
授
目

録
W
広
沢

流
・

叩

四
五

九
・

東
方
出

版
）

お

わ
り

に

　
お

わ
り

に、

覺
鑁
の

伝
流
所
伝
の

法
式

に

よ
っ

て
、

覺
鑁
や

心

覺
当

時
の

諸
流

兼
学
の

あ

り

よ

う
を
み

て
み

よ

う
。

伝
流
の

印
可

と
、

本
来
授
与
さ

れ

る

印
信
・

聖
教
の

関
係
を
示
せ

ば
、

次
の

よ
う
で

あ
る

。

第
一

回
は

初
重
の

印

可
で
、

『

本
願

方
』

の

印

信
・

血

脈
が

わ
た

さ
れ

た

（

以

下
、

印
信
は
＊

印）
。

そ
の

内
容
は
、

灌
頂
道

場
に

引
入

さ

れ

た

後、

　
入

仏
三

昧
耶

　

普
賢
三

昧
耶

　
外
五
鈷

印
・

満
足
】

切
智
々

の

明

　
塔
印

・

普
賢

＝
子

の

明

　
阿
闍

梨
位
の

印
・

明

以

上
の

印
明
が

授
与
さ

れ

る

も
の

で
、

本
来
は
、

こ

の

後、

次
の

聖
教
が

授
け
ら

れ
た

。

　
伝
流
の

四

度
に

関
す
る

聖

教

　
『

伝
流
小
巻
』

全
六

十

七

巻
（

池
上

僧
都
・

尋
海
の

作
）

　
『

伝
流
鈔
』

全
十
巻
の

う
ち、

第
七

巻
ま

で
。

第
二

回
目
は
二

重

の

印
可
で
、

本

来
は、

印

可
の

後、

次
の

聖
教
と

印
信
が

授
け

ら
れ
る

。
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『

虱

字
不
断
秘
観
』

『

即

身
義
大
事
』

『

伝
流
鈔
』

第
八

巻
か

ら

第
十
巻
ま

で
。

『

多
聞
天
王

大
事
』

『

要
尊
法

鈔
』

（

平
等
坊

・

恵
什
の

作
）

『

菩
提
心

論
大
事
』

『

求

聞
持

秘
印
』

（

中
観
上

人
・

木
播
の

心

空
の

伝
）

『

五

輪
九

字
大
事
』

『

即

身
成

仏
義
言
』

『

五

輪
九

字
秘
釈
』

第
三

回
目
は

三

重
・

四

重
・

五

重
の

印

可

で

あ
る

。

本
来
は
こ

こ

で
、

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

『

伝
五
』

『

番
心

五
』

『

中
院
大
事
』

『

小

嶋
第
九

塔
印
』

『

常
喜
院
流

大
事
』

『

伝
三

大
』
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柿
袋
大
事
』

『

極
秘
・

智
位
房
』

『

閑
観
房
』

『

臨
終
大
事
』

等
が

授
け

ら

れ

る
。
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実
際、

筆
者
が

伝
受
の

際
に

授

与
さ

れ

た

印
は
、

都
合
九

種
で

あ
っ

た
。

そ

の

九

種
の

印
を
授

与
さ

れ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

小
嶋

流、

常
喜
院
流、

持
明
院
流、

中
院
流、

木
播
伝、

小

野
流
等
の

野
沢
諸

流

が

相
伝
さ
れ
た

こ

と

に

な
る

。

　
こ

の

時
、

伝
授
さ

れ
た

印
信
類
の

中
に
、

「

常
喜
院
流
大
事
」

な
る

も
の

が

あ
っ

た
。

こ

れ

は
、

覚
鑁
上
人
の

高
弟
で

あ
る

兼
海
か

ら
数
え
て

七

代
目
に

あ
た

る

経

瑜
が
、

隆
盛
な

る

人

物
よ

り

受
法
し

、

そ

れ

以

後、

伝
流
の
一

部
と

し

て

相
承
す
る
こ

と

に

な
っ

た

も
の

で

あ
る

。

　
こ

の

常
喜
院
は、

本
研

究
の

直
接
の

対
象
で

あ
る

常
喜
院
・

心
覚
を
流
祖
と

す
る

法
流
で、

ま
た

往
生

院

流
と

も
よ

ば

れ

る
。

伝

流
で

は
、

こ

の

「

大

事
」

の

ほ
か
、

心

覚
撰
の

『

真
言
集
』

全

三

巻
も
聖
教
の
一

部
と

し
て

い

る
。

　
も
ち

ろ

ん
、

こ

こ

に

あ
げ
た

現

行
の

伝
流
聖
教
・

法
脈
の

す
べ

て

が
、

覺
鑁
上

人
に

帰
さ

れ
る

も
の

で

は

な
く、

ま

た
】

時
に

類

聚
さ
れ

た
も
の

で

な
い

こ

と

は

贅
言
を
よ
う
さ

な
い

。

　
し
か

し

伝
流
所
伝
の

西
院
・

保
寿
院

・

常
喜
院
・

持

明

院
・

小

嶋
・

理

性
院

等、

多
く
の

流
派
は
、

伝
記
の

記
述
を

み

て

も、

少

な
か

ら

ず
上
人
と

関
係
が

あ
っ

た

こ

と

は

認
め

ら

れ

る

で

あ
ろ

う
。

　
筆
者
は
そ
こ

に
、

覺

鑁
当
時
の

密
教
の

特
徴
の
一

つ

を
垣
間
み

る
。

す
な
わ
ち

諸
流

兼
学
で

あ
る

。

　
ま
た

覺
鑁
や

心

覺
が

活
躍

し

た
こ

の

時
代
は
、

釈
尊
の

入
滅
か

ら

数
え
、

ち
ょ

う
ど

”

末
法
の

世
”

の

さ
な
か

に

あ
た

る
。

　
お

り
し

も、

こ

の

頃
は、

”

保
元
・

平
治
乱
”

に

代
表
さ

れ
る

よ

う
に
、

各
地
で

争
乱
が

頻
発
し、

そ
の

結
果、

い

ず
れ
貴
族
中
心

一
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の

官
僚
的
社
会
形

態
か

ら、

武

力
を
背

景
と

す
る

武
士

中
心
の

社
会

形

態
へ

と
、

社
会
構
造

が

め

ま

ぐ

る

し
く
変
化
し

つ

つ

あ
っ

た
。

　
こ

の

様
な

時
代
的
背
景
か

ら、

当
時
の

宗

教
的

関
心

は、

淨
土

教
に

む

け

ら

れ

た
。

　

筆
者
は、

諸
流

兼
学
と

浄
土

教
が、

中
世
の

真
言
教

学
の

特
徴
を

形

成

し

た

と

考
え

る
。

本
稿
の

主
人
公
で

あ
る

心

覚
は、

ま
さ

に
、

そ
の

時
代
の

最
中、

天

台

宗
の

学
僧
と

し

て

の

立

場
を
捨
て
、

当

時
の

新
勢
力
で

あ
っ

た
、

光

明

山

寺
の

東
南
院
・

三

論
宗
系

の

真
言
密

教
と
浄
土

教
の

併
修

を

旨
と

す
る

仏
道
実
践
者
集
団
へ

投
じ

た
。

　
彼

は、

名
実
と

も
に

遁

世

を

な
し

と

げ
る
こ

と

が

出
来
た

稀
有
な

人

物
で

あ
る

と

云
え
る

で

あ

ろ

う
。

　
心

覚
は、

覺
鑁
上

人
と

ほ

ぼ

同

じ
こ

ろ

活
躍

し
た

。

本

稿
で

は

彼

に

ま
つ

わ

る

伝
記
史
料
を
渉
猟
し

て

彼
の

生
涯
を
あ

と
づ

け
た

。

　
し
か

し、

心

覺
に

ま
つ

わ

る

教
理

書
・

実

践
書
の

類

は、

巷
間
も
っ

と

も
著
名
な

『

別
尊
雜
記
』

等
、

き

わ
め

て

小

数
の

も
の

し

か

被

見
の

機
会
が

な
い

と
い

う

現

状
に

あ
っ

た

た

め
、

言

及

で

き
な

か
っ

た

と
い

う
う
ら
み

が

あ
る

。

　

筆
者
は、

数

度
に

わ
っ

て

京
都
・

滋

賀
の

古
刹
寺
院
の

経

庫
を
調
査

し

て
、

『

作
法
集
』

四

巻
・
『

鶴
林
鈔
』

上

下
な

ど

を

撮
影
入

手

す
る
こ

と

が

で

き
た

。

だ

が、

肝

心
の

『

成
蓮
鈔
』

は

入

手
し
え

な

か
っ

た
。

今
後、

折
を
み

て
、

彼
の

実
践
論
の

特
徴

を

上
記

の

資
料
を
入

手
、

依
用
し

て

検
討

し

た
い

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
（

本
稿
冖

ま

と

め
、

文
責、

田

中
悠
文
）
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